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よ
し
な
し
言

一
、
世
の
中
で
一
岱
楽
し
く
立
派

な
こ
と
は
、
一
生
涯
を
貫
ぬ
く

仕
小
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す

一
、
世
の
中
で
一
帝
み
じ
め
な
こ

と
は
、
人
間
と
し
て
教
妥
の
な

い
こ
と
で
す
。

一
、
世
の
中
で
一
番
さ
び
し
い
こ

と
は
、
す
る
仕
事
の
な
い
｝
ャ
と
―

で
す
。

一
、
世
の
中
で
一
番
み
に
く
い
こ

と
は
、
他
人
の
生
活
を
う
ら
や

む
こ
と
で
す
。

一
、
世
の
中
で
一
香
芍
い
こ
と
は

人
の
為
に
奉
仕
し
て
恩
を
き
せ

な
い
こ
と
で
す
。

福
沢
瑚
心
訓

村の人口

一4 月 1 日現在ー一
世帯数 1838戸

人口総数 8733人
男 4329人
女 4404人

(3 月中のうごき）

出生 15人 死亡 6人
転入 55人 転出44人

昭和46年度予算の内訳（単位下•円）

、

l1 仙9|9.IR i'}I比交 1·1令

歳入 26,351万円

［認2億6351万剛
新
年
度
予
算

土
木
、
農
政
、
福
祉
の
三
つ
の
柱

仕
乱
贋
二
十
翡
円
な
ど
。
は
稲

I
T

靡
虫
質
防
除
補
助
金
び
整
備
に
・
防
火
用
貯
水
栖
建
設
理
衣
、
生
徒
用
机
腰
掛
な
ど
で
す
一
円
な
ど
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
曼
＝
f
t
担
金
四
十
氷
人
北
団
栽
焙
有
成
補
助
金
、
エ
ホ
百
一
一
十
万
円
、
水
防
水
利
臣
園
舎
増
築
に
・
幼
稚
固
費
千
四
以
上
が
こ
れ
か
ら
一
年
間
に
お

脅
｀
児
蛮
手
当
二
十
九
万
円
°
指
定
基
幹
作
物
園
芸
特
産
振
即
補
識
二
十
万
円
、
舵
林
地
区
消
防
組
百
三
十
万
の
中
に
は
、
園
舎
増
築
け
る
主
な
仕
事
の
内
容
で
す
。

塁
塁
翡
化
預
金
利
子
袖
魯
担
金
九
直
一
十
九
万
円
な
ど
工
事
烈
六

給
、
生
活
日
撓
整
伽
預
金
利
子
補
で
す
°
百
二
十
五

衛
生
骰
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戸
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9，
消
防
施
設
建
設
及
三
％
の
伸
び
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
る
額
二
百
七
十
四
万
円
は
過
年
度

収
益
的
収
入
の
大
部
分
は
、
使
分
拍
益
勘
定
留
保
安
金
及
び
社
越
し

r

川
料
で
九
百
四
十
一
万
円
と
八
九
利
益
余
金
処
分
額
で
補
て
ん
し
ま
心
翫

W
m山
H
5

特
別
会
計
予
算
．
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
す
。

収
益
的
収
出
は
、
人
件
骰
二
百
狩
本
的
支
出
は
、
建
設
改
良
骰
季
節
の
話
題

国
保
会
計
に
伴
な
い
、
保
険
給
付
が
相
当
附
二
十
六
万
円
、
減
価
應
却
伐
二
百
二
百
十
一
万
円
、
〈
巌
似
蓋
金

国
民
趾
康
保
険
特
別
会
社
子
箕
加
す
る
も
の
と
見
ら
れ
保
険
税
を
一
万
円
、
支
払
利
息
百
四
十
四
万
六
十
三
万
円
で
す
°
四
月
は
卯
（
う
）
の
花
が
い
っ

伯
上
げ
せ
ざ
る
を
掛
な
く
な
り
ま

は
、
予
箕
総
額
を
六
千
七
百
七
十
せ
い
に
咲
き
そ
ろ
う
の
で
「
卯
月

し
た
。
国
保
の
凸
し
い
台
所
を
ご

九
万
円
と
記
め
、
前
年
度
に
比
枚
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
村
議
会
第
二
会
定
例
会
と
呼
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
一
年

い
た
し
ま
す
と
六
百
八
十
万
円
の
を
通
じ
て
気
温
の
上
昇
の
割
合
が

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

増
加
で
十
＿
・
ニ
％
の
伸
び
と
な
い
ち
ば
ん
大
き
く
、
サ
ク
ラ
、
つ

国
伸
支
出
金
は
三
千
七
百
六
十

っ
て
お
り
ま
す
。
ば
き
、
ぼ
け
、
や
ま
ぷ
き
、
も
く

子n
の
特
徴
は
、
受
診
率
の
上
万
円
で
前
年
に
比
べ
て
三
百
五
十
各
会
計
予
算
の
認
定
な
ど
可
決
れ
ん
、
か
い
ど
う
、
す
み
れ
、
た

二
万
円
の
珀
で
子
符
総
節
の
五
五

外
に
伴
な
っ
て
、
保
険
給
付
四
が
ん
ぽ
ぽ
、
れ
ん
げ
、
ア
ネ
モ
ネ
、

•
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
で
、
金
額
村
議
会
第
二
回
定
例
会
が
三
月
聟
沼
忠
弥
氏
の
選
任
に
つ
い
て
ス
イ
ー
ト
ビ
ー
、
チ
ュ
ー
リ
ソ
ー
フ

主
な
欣
出
は
、
総
杉
我
四
百
一
―
―

に
い
た
し
ま
し
て
五
百
一
二
十
三
万
十
日
会
期
六
日
で
聞
か
れ
、
各
会
議
会
の
同
惹
を
え
ま
し
た
。
ヒ
ヤ
ン
ソ
ス
、
デ
ー
ジ
ー
、
バ
ソ

十
七
万
円
°
保
険
給
付
伐
五
千
九

円
の
増
加
が
見
ら
れ
ま
す
。
計
予
算
の
認
定
を
は
じ
め
、
条
例
女
固
定
宍
産
評
価
審
査
委
負
会
委
ジ
ー
な
ど
数
え
き
れ
な
し
ほ
ど
の

百
八
十
六
万
円
で
前
年
に
比
べ
て

主
な
歳
人
は
｀
保
険
税
が
二
千
の
改
正
、
条
例
の
設
定
な
ど
二
十

n
の
選
任
化
が
競
っ
て
咲
き
ま
す
。

五
百
三
十
＝
一
万
円
増
額
さ
れ
、
予

七
百
万
円
で
前
年
当
初
よ
り
二
十
二
議
案
を
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
三
月
二
十
四
日
任
期
満
了
（
三
全
国
、
ほ
と
ん
ど
化
で
節
ら
れ

五
％
伸
ぴ
、
一
世
帯
当
り
二0

、

n

総
額
の
八
八
・
一
＝
％
を
占
て
お
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
·
年
）
と
な
る
香
山
活
氏
の
再
任
に
て
在
の
日
ざ
し
の
快
い
こ
の
ご
ろ

七
六
八
円
、
一
人
当
り
五
、
三
九
り
、
一
世
滞
当
り
の
給
付
骰
四
四
そ
の
主
な
誠
案
の
内
容
は
次
の
つ
い
て
談
会
の
同
氾
を
え
ま
し
た
化
見
、
潮

1
狩
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な

九
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
四
〇
六
円
、
一
人
当
り
―

l
、
五
と
お
り
で
す
。
女
報
醐
及
び
炊
用
弁
依
に
関
す
る
ど
、
人
び
と
の
動
き
も
活
発
に
な

こ
の
増
税
は
、
受
詮
半
の
増
昇
四
五
円
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
合
公
平
委
員
会
委
員
選
任
条
例
の
一
部
改
正
り
ま
す
。
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昭和 46 年 4 月 10 日 I ，報めい·ヽ） 第 115 号
交通災害共済部沿区別加入状況 (3 月 31 日現在）し円 れ来 ニ ーう昭飼i'l• うて（1: 今促な Bi＇ （名た調 0 五米

ょのこま交今 ‘り画 9 ‘転和料物昭つ‘物後進がのそにがli'i OO の貼

農魯 1世帯数l人口晶謳謬犀ぶ加入率I i閾笈t甕t 交 昭桑］魯七ノ闘靡悶辛店［悶麟合忍；渭：門崎穴雀互
すで通 害四 通 嬰 。給 I• 五作め年・て十る定画要る本分‘まれなクン調‘
る不災 共月 災 十 与刑十物ざを桑考六こ沿的妍よ昴担児すはう l ー柁昭
も 1俎害済一 年 率大年 し日・え年とがに大うの指は°前こル調目和

こ犀翡悶見斗害 喜 魯図喜芯包悶［、但はげ、信賞tミ魯悶厨 悶名；署塁門
す故は がら合北 の 」：ざに ま‘なる貼りらを込稲近をの 約な＇疋戟‘，ベ

は日日［田函：＇ ：］扇tらば且茎笠且団門：t笙戸母
は口れIJIl 三村九加強果菜めぷま頃業も 弓
五では入十の い菜類ハまんすにもに四 伸 込梢ちク＾画・は昨率ー交二入 卜類はウしfしかな忙作月 四 び 1l召野まは年ク年は
麟竺危乱費上状了勾悶7：け□屯t炉 月 悶嬰菜仁忍舟，｀虚仲人月七在宮ハ でか対卜°‘気‘く生気 1 ,1 十ぃ 0 の一新五
ぴふ末・→ ％況 もで策／ j必象 l［しなf1温 農の 、，！ まへ水で liii 0
で、文晶属迂て 糾鱈，オレ嬰虚ぽij品忍ふ家農 繋喜t ；巴仁竺
；哭］名羹tt最 面筐翌翡唇店紅tみまの作 二靡 ，｀）tこ、 5; 
°率りり人三高 で温すのつ，｝さ、ヤ炎と 〇採 と札＇iの O l 部で人こで月 陳 9こ°果とうれ旬作と み業 。の 見而うヘル

岱な内；；見ぐ］怠をこ怠ぷ塁塁 11rU; 斎繋：農伍と姜位空贋息塁と、悶翌ぷ寺ハ！農息 な 苦性 w, 四らと付ヘ
麿 3ミ唸叉けし、[‘合[ ; 9 闊叉竺閲裟五委； ：ぢ名え贔公去盆 し怠烹し：舟t : ；名昂 さ ：さ、甕危令り只贋；
よ虚可戻悶で、、K と：魯t；だ笙靡目 □ 毘嬰ご？ ；急：てはら詮 り畠だt；ゃt急：i. 0 曹食 ん ？・仁醤ば］ ；‘み畜，し
り沿だ〇いかまこの交て経偽人七ー四ら昨すに発交っ％第で うとた氾との‘‘ しで て今性豆類す市 0 で
でのさ円またせで中通し、凶しが％二十ま年が大ぷ通て‘ーは °なり腹くで灰混 て‘ ^‘ ‘後とに •O Jj.} 0‘ 

t突し；姦広話令姦し：哀手名万喜堕： ; 1: 悶卯：ぇ：姦;‘贋位 1ヽ ；王姦［そ日、象應 益! I I I 畠儒言 靡；裔
状 参ら均まにつけ．°うましで五で‘県吝脅示はす八次合 すのすウヽI，び湿にや る培のて がクへ
況 し｀でだ辿い‘ 残す一‘一人ー内察威し‘°六に田 か形ぎスは病疫ijii暖 だ法安は 考 1 の
は·てか毎加遇か多 念°六そ件封日の本を‘あ ・下が らがる栽換ながえ扮 け改定‘ えル作

」......—···-L 倫ぢ魯彗久よllJl こしる； ［岱じ侭： ；悶心卜 とけ盃て生 六とニクのに極 耳定
一 l杞七館午回会り禾I 年まグ三ル害かなネかはが‘ノ め産辺は産工そし 0 l 伸す的新果舒

さ十を前目＾ま村 々 しラ・ドがまつルけ早定ネ る地入‘施芸のてヘルぴすに植樹す
れ八会九を写す（4; よム三リ多きた内てめ椴，レ こ形を地設作他し、ク‘而め水を る

[ 9、世］巴ど；悶 女盛 5O ぷよ；、ぢ慌盆嘉眉厄り悶 点悶見闘五物 i『ら怜國毘嘉 ; 
た参‘り‘は子会 子ん し、メヘではえのを二なは し Iiし、実漁花 °ルう約和植う に
°加村明三‘，くの を l ク‘‘ま地あ 1 り‘てか‘態池き をち二五付出つ
し内和月今レ伊l バ に 伯トク種 9 し温げルま，．I, いるでに邪‘ 転こ六十け合 と
ての中七年 1 年 レな 穴ルクまネよがて 1、す旬 まよき応に林 換と 0 年るはめ
盛婦学日でポ行． に当口きパう一1- :t-sンかか すうるじつ地 目しへまよ‘ ま
大人佼＾第 l’l i l る 施り 1,iiiェ°五きネらら °つだてい‘ 襟はクでう積 す

南すツリ味にレ 参ボ ；］：なに月て蜜目にの前動 す早探換内倣を
召賢「塁：ょ門加 I !』麟讀塁回胴尉評拿 春サ言琴げ塁
‘今てン婦れ l 盛六ル 謀‘るまはさ児しも 1hl 四二の の出をイ理注温すてメ
新tel !Jil ョをてルん 運行 1卜で四れの‘と‘月期春 し伸モし慈に°かロ

奥虹賢尉認 チ支 信喜魯臭互手塁な虎青眉ぢ累後前全炉謬tし芍房了丘
烹悶竺魯ヽ及i'i=’ミ：，面届得胃（］了塁嘉謬で、農［祠iさぎ l ヰ 羞；嬰晶よ゜｝屈［犀嘉店‘悶嬰期期 国呵 HI=i=t唇；五
終うや共を合グ一三判中JI．＾の体がム級‘幼ftるたて動日の ム をし、煎‘日 点新故故十実通 行こ 多C （乍が柏°五なトル十
了ちかに展を戦本七の教恒江柿脊参の保西稚｀もス‘不頃·女 は飲点行かを入防‘日施安 しコを度い、ノ内日

h 詮悶皐炉清：〗ら炉巴翡t万馨窃贋g稟f ：閾霊円 ；；；盟信乱g t、覧嬰危喜え畠 魯i t・ 通 r くと 盲ぢば閏
と し ｷ~-=- l 表た十かて約五県神 五四三ニーけぐさか掲と tこの安して可亙保の使利発大者： [: [ : t; [ : I ] ；正［国［青；令i: 9 :0[‘:£ 9][, { E : i i [ t] 腐 { : : j『[:; ; 

[ : [ [ [ [ 1 : ! I ;0 [ [ l :-i [ ; [ [ : 9 i~ ] [ ;｣ [ ; i [ :0 :、nmu 動[[ [9 [ : : : 保 次 は 悶i笞亨晋［盈［豆旦食嘉羹ばとよ品闊鷹］悶盃忍ら 1Lこ魯魯竺靡； i［仁
設 の ――-一-一-一ー＿ レ発み前ほめで十回 II め柘iいっがをか防施は高 までし十な＂い

nIllllIllllIlllllllllllllllllIIllllllllIhillIllllIIlllIIllllIIIIllllll199llllIllllllIllll!UIllllllllIllllllIIllIIlllllllllillllllIIllllllIIlllli,lllllililIlllll 
を南たし一本は市 け児 l勺交に印の上こに中中小交し一施当市 号 かするとい

]]□I~]言言言喜9]員塁］！］言◎にが れ見熱事し会わで励す業 合額狡にのこ支入言の立み視の大tこを に料日らせ煎ら・
，， 9，胃団新tt琵宵 消を茎倫翡布喜らさ云令犀農稟‘ 中笈：：：：岱翌贋と 度進＇な歪て；岱靡は店］渭春此；畠拿g 9 す
長長魯［虐：人防t℃を各そ［も］［ h 紘｀言国声激姦： g晨弓醤磁届 金夏 Hi紋畜i［さら］i〖の： 9 ［]脅｛塁謬

堀松新泊 ゜唸翠事団 雙き、闘真貴且 悶屈五翌素励職せーの限年義i u I 〗;i円゜硲［！［息喜貸〖｝眉〖で：ょ
ロ本井）II 万怠異 ぢ：とっ届邑、［魯悶儡 9, 巧門 者令氣悶盈會g助 言ろさ作家委ょに定—r 除みら検‘たにつ
武孝篤 が交動 かやに楽て祉で会就てて会 えの額施の 亘、し、戦放員う必め日を下‘診二こ考
徳功男範 異付 がっ終福出協行主職活‘ る調の行iii 言ご°をく． の°らまま さ早＾十とえ

動式 わて始祉席議な催激躍職 Jj.}整扶令年 呈み水おる巡こずしで いめ無八かさ

言i万芸芦 畠 晋 : ］こー·: [;  i閃懇磨笠璧馨塁； ：；開贄翌竺贋醤雪竺fl:::m号l円i lA 宮g, : ：芝哀そ
畠畠旦信岳 （までは｛ 長 長し、，／h |東「1, ］．渭齋嬰； ; : ；；の舟ば杏
の なつ心る : i柿阿酒（左祐松栴高坂高砂篠島秋古大，'i坂亘 9:i．，·、合部リ1・ 放税狩°のわ炭 境き•）
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村の人口

ー6 月 1 日現在ー一

世帯数 1843戸

人口総数 8731人

男 “25人
女 4406人

(5 月中のうごき）

出生 11人 死亡 4人

転入 23人 転出33人
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図
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昭和45年度納税組合別村税徴収成績

納 税 調 宕 額 I 人収員入1 金済」匿額_ 収貪入I 未金済額額 収歩入
組合名1児貪I 金額 合

I 村（県）民税（特徴を除く）固定預産税、軽自動車税伽考 国保税の現年度分

迅
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投
票
日
六
月
二
十
七
日

参
議
院
議
員
選
挙

イ



し昨いも来 激りい い問いてのが
た今゜本る精な粗°こうの°‘仕あ→よ
い‘本気人魂ど雑とれのこ手精事る三
もわ業ではこもにもでがと伝魂で°日 し

冒言言冑I：云めいいわ
第 I 18 号
昭和46年 7 月 15 日

発行所

明和村役場

紺集総努謀

庶務企画係

印刷所小林印刷所

村の人口
一7 月 1 日現在＿

世帯数 1,839戸

人口総数 8,734人

男 4,330人

女 4,404人
(6 月中のうごき）

出生 11人 死亡 8人
転入 11人 転出 17人

投
票
日

租
け
な
か
っ
た
り
し
て
自
分
で
投
と
、
候
補
者
の
ま
え
で
言
っ
て
、
方
選
挙
や
参
議
院
議
員
選
挙
で
だ
さ
い
。
不
在
者
投
票
の
で
き
る
族
が
増
加
し
た
掲
合

票
で
き
な
い
方
は
、
遠
慮
な
く
代
物
等
を
ね
だ
る
よ
う
な
こ
と
は
、
利
用
さ
れ
た
方
は
、
も
う
す
で
に
期
間
は
、
七
月
二
十
五
日
か
ら
七
◎
減
額
申
諮
書
の
提
出
期
限

理
投
票
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
絶
対
に
や
め
、
も
し
、
金
や
物
を
ご
存
知
で
す
が
、
従
来
よ
り
非
常
月
三
十
日
ま
で
の
午
前
八
時
半
か
日
七
月
減
額
申
諮
由
は
七
月
十

配
ら
れ
た
ら
そ
の
場
で
断
わ
り
、
に
簡
単
に
な
っ
て
、
宜
誓
酋
だ
け
ら
、
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
貸
菫
五
日
ま
で

候
補
者
の
皆
さ
ん
留
守
に
置
い
て
行
か
れ
た
り
な
ど
で
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
な
一
票
を
大
切
に
い
た
し
ま
し
よ
豆
一
月
減
額
申
請
督
は
十
一

金
の
か
か
ら
な
い
明
る
＜
き
れ
し
た
ら
、
直
ち
に
選
挙
管
現
委
員
ま
し
た
。
く
わ
し
く
は
役
褐
の
選
う
。
•
月
十
五
日
ま
で
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訓
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参
議
院
選
挙
の
結
果
選
橿
数
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3
8
3
6
3
0
5
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込
み
で
す
。
団
長
に
砂
賀
新
＿
さ
ん
が
一
番
い
い
よ
う
で
す
。
「
夏
や

院
有
者
i
禁
止
さ
れ
て
い
る
選
挙
運
動
で
せ
に
よ
し
と
い
う
も
の
ぞ
、
う
な

郡
内
一
位
の
投
票
率
参
名
田
黒
黒
井
口
：
里
谷
原
島
輪
俣
費
谷

G
貫
計
清
認
＂T汀
5
5
"ぃ
午□
丘[
[
6
い
釦
汀
彗
団
団
[
ぃ
[

□[
”
[
贔
り
め
ざ
合
葉
g
含

低
調
と
心
配
さ
れ
な
が
ら
行
な
村
内
有
権
者
の
良
識
に
よ
り
、
さ
咋
合
江
江
津
大
ヶ
佐
供
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
い
か
な
臨
時
総
会
を
開
き
、
新
役
員
の
選
事
務
局
長
野
木
村
窯
上
江
旦
~
ウ
ナ
ギ
の
栄
狡
は
高
く
評
価
さ
れ

わ
れ
た
六
月
二
十
七
日
の
参
議
院
ら
に
は
小
松
原
村
長
さ
ん
、
自
斗
下
上
干
江
田
新
中
樟
南
大
川
須
入
矢
大
合
る
名
目
で
あ
っ
て
も
、
か
た
＜
禁
任
、
規
約
の
改
正
、
事
業
計
画
、
会
計
長
谷
川
保
川
俣
て
い
ま
し
た
。
土
用
の
丑
の
日
（

選
挙
は
、
明
る
＜
正
し
い
選
挙
推
か
ら
陣
頭
指
揮
し
て
投
粟
総
参
加
ア
カ
ネ
誼
光
（
社
）
一
三
六
三
票
予
打
の
認
定
な
ど
を
き
め
、
教
育
二
十
七
日
）
に
ウ
ナ
ギ
を
食
ぺ
る

進
監
雰
ゃ
投
票
総
参
加
運
動
推
を
呼
び
か
け
た
結
果
八
五
・
六
四
福
晶
煤
行
（
無
）
二
五
五
漂
国
民
年
金
の
長
の
祝
辞
な
ど
が
あ
っ
て
蔽
会
い
昭
和

4
6年
分
所
得
税
と
夏
ま
け
し
な
い
と
い
う
い
い
伝

賃
、
各
部
落
の
区
長
さ
ん
を
は
劣
の
良
い
投
票
率
を
あ
げ
ま
し
翡
梢
邦
雄
（
自
）
―
二
八
四
漂
た
し
ま
し
た
。
の
予
定
納
税
額
の
浪
え
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ウ
ナ

じ
め
関
係
役
員
の
方
々
の
努
力
と
た
。
こ
の
投
票
率
は
郡
内
町
村
別
◇
候
補
者
別
得
票
数
（
全
国
区
）
こ
ん
ど
新
し
く
改
選
さ
れ
た
役
ギ
屋
の
宣
伝
文
句
で
す
。
夏
ま
け

で
は
一
番
良
い
投
票
率
で
し
た
。
一

0
0

人
以
上
の
得
粟
者
（
未
納
保
険
料
を
納
め
ま
し
よ
う
員
は
、
次
の
方
々
で
す
。
（
敬
称
額
申
請
を
防
ぐ
に
は
、
毎
日
の
父
事
に
気

開
票
風
景
な
お
、
郡
内
町
村
別
の
投
票
率
少
数
点
以
下
切
り
捨
て
）
略
）
◎
こ
ん
な
と
き
減
額
申
諸
が
で
き
を
配
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
で
す

か
ら
ウ
ナ
ギ
に
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

文
、
明
和
村
八
五
・
六
四
劣
山
内
一
郎
（
自
）
四
九
二
漂
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
忘
で
す
か
ら
、
事
故
が
お
き
た
と
き
＇
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ま
す
。

＇
町
な
町
七
九
・
ニ
―
―
―
劣
、
大
多
田
省
吾
（
公
）
四
五
五
栗
れ
て
い
ま
せ
ん
か
、
国
民
年
金
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
在
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
特
日
廃
業
、
休
業
、
転
菜
、
ま
t
c
牛
乳
や
パ
ク
ー
、
チ
ー
ズ
、
野
菜

な
ど
大
い
に
と
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

＼
泉
町
六
四
•
四
四
劣
、
邑
楽
山
本
茂
一
郎
（
自
）
三
六
0
票
保
険
料
の
納
期
限
は
、
た
と
え
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
保
険
料
例
措
区
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
失
業
し
た
掲
合

町
六
四
•
六
八
劣
、
千
代
田
細
川
も
り
ひ
ろ
（
自
）
ニ
―
六
粟
ば
、
四
月
、
五
月
、
六
月
分
の
保
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
こ
の
過
去
の
未
納
保
険
料
の
納
⇔
明
ら
か
に
所
得
が
減
る
掲
合

．
村
五
八
・
一
五
％
の
順
で
梶
木
叉
―
―
―
（
自
）
ニ
―
0
漂
険
料
に
つ
い
て
は
七
月
末
日
ま
で
う
に
い
た
し
ま
し
よ
う
。
什
は
一
カ
月
に
つ
い
丈
四
百
五
十
国U
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
そ
れ
に
、
夏
は
日
が
長
い
た
め

す
。
日
の
あ
る
か
ぎ
り
慟
き
つ
づ
け
る

主
婦
や
遊
ん
で
帰
る
子
ど
も
さ
ん

西
村
尚
治
（
自
）
一
九
八
槃
と
い
う
よ
う
に
毎
年
七
月
、
十
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納
期
円
で
、
特
例
納
付
が
で
き
る
期
間
の
災
害
、
盗
難
、
横
領
に
よ
る

｀
．
一
部
落
別
投
票
成
鋲
は
別
表
楠
正
俊
（
自
）
一
七
九
粟
月
、
一
年
、
四
月
、
各
月
末
が
納
限
の
翌
日
か
ら
二
年
た
ち
ま
す
と
は
、
昭
和
四
十
七
年
六
月
ま
で
と
捐
害
を
受
け
た
垢
合

の
と
お
り
で
す
。
ま
た
開
栗
安
西
愛
子
公
自
）
一
七
六
漂
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
時
効
に
よ
っ
て
、
あ
と
か
ら
い
く
な
っ
て
い
ま
す
（
そ
れ
ま
で
に
六
回
新
た
に
配
偶
者
控
除
を
受
け
た
ち
に
、
食
事
の
時
間
は
き
ち
ん

·
と
決
め
て
お
き
ま
し
よ
う
。
も
し

、
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
伊
部
ま
こ
と
（
社
）
一
五
九
票
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
納
め
た
い
と
い
っ
て
も
、
納
め
十
五
歳
に
な
る
人
は
六
十
五
歳
に
ら
れ
る
お
合
、
ま
た
は
扶
投
親

『
す
。
佐
藤
さ
ん
ぞ
ぅ
（
自
）
一
五
〇
苗
示
て
お
か
な
い
と
、
万
一
自
分
が
交
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
な
る
前
日
と
な
っ
て
い
ま
す

0
)r
9
幻
．9．

,
5引
5
,
'
9ヽ

・9

・
く
・
ご
藷
り
口
嗜
昇

◇
候
補
者
別
得
票
数
盆
地
方
八
田
一
郎
（
自
）
ー
ニ
一
票
通
事
故
に
あ
っ
た
り
、
一
家
の
柱
が
、
国
民
年
金
制
度
は
、
新
し
い
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
納
め
る
＾

区
）
鹿
島
俊
雄
（
自
）
―
一
八
西

5
と
も
い
う
ぺ
き
ご
主
人
に
亡
く
な
制
度
で
す
し
、
加
入
し
て
い
る
人
こ
と
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
出
張
相
談
｛
こ
と
を
教
え
て
や
っ
て
兌
事
が
す

近
藤
英
一
郎
（
自
）
中
村
利
次
（
民
)
I
O
I

―1西
示
ら
れ
た
り
、
し
た
と
き
、
悴
害
年
だ
れ
も
が
将
来
よ
り
高
い
年
金
を
な
お
、
保
険
料
の
納
め
方
な
ど
一
ん
だ
ら
ま
た
遊
び
に
く
る
よ
う
に

一
七
七
五
票
金
や
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
効
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
掲
住
民
課

[
]
5
3
[
]
[
)

午
前
1
0時

ー
｛
と
、
仕
向
け
て
や
り
ま
し
よ
う
。

サ
ト
ゥ
正
二
（
共
）
な
い
均
合
が
あ
り
ま
す
。
せ
っ
か
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
の
国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ

，
一
九
二
票
く
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
の
い
る
過
去
の
未
納
保
険
料
も
、
現
さ
い
。
i
ー9
9
,
9
,
1

位
淋
而
役
’
’
”

八
月

日

村
議
会
議
員
選
挙

、.-

‘ 
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総
合
計
画
基
本
構
想
ま
と
ま
る
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目
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村の人口
一8 月 1 日現在ー一
世帯数 1,817戸
人口総数 8,737人

男 4,325人
女 4,412人
(7 月中のうごき）

出生 15人 死亡 8人
転入 11人 転出 9人
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＼
、

九
六
•
五
二
％
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二ぽ&1111111
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がで一た°りオをのど 改け光たし゜たび然 でせ二いきもをにあう然し、現の°るしいしやと年五終ししるし今さ口う 季 口 井 原
あきコちし聞やき穀も めてと゜てこ平tこで阪んコう‘い失つので自出し日 人まゆめか‘た日、戦よのの‘がでにま み; ; ; ;: r ･ ：心農 E ; ¥‘t ;‘¥‘脅りで上 姦でし七百：名よ念； t内とたは ぢ芯：禽ほ店；ぁ記ぶ：よ屋るす。阻姜、 節 は 草 孝
すう子らいりビ会のは え者に八人を自いう したい間とでういはわ虚すく‘ 持い見いし、前すれ念 ゜す候はで肌し思 の 大 新 江
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不
動
産
取
得
税
の
あ
ら
ま
し

日〇
不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
賠
与
を
受
け
た
人
、
交
換
し
た
人
、

ー
屋
を
取
得
し
た
人
な
ど
に
課
税
さ
新
築
し
た
人
、
増
築
し
た
人
な
ど

月
れ
る
県
税
で
、
不
動
産
を
取
得
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

8

た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
知
事
◎
税
額
算
出
の
基
礎

に
墨
E

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
①
新
築
な
ど
ー
固
定
資
産
評
価

と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
不
動
羞
準
に
よ
り
計
算
し
た
価
格
と

年4
6
産
を
取
得
し
た
人
は
、
も
よ
り
の
な
っ
て
い
ま
す
。

．
q
財
務
事
務
所
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
②
譲
り
受
け
（
売
買
な
ど
）

1

い
。
申
告
用
紙
は
財
務
事
務
所
に
取
得
し
た
と
き
の
固
定
資
産
課

昭
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
税
台
帳
価
格
と
な
っ
て
い
ま
す

◎
取
得
対
象
◎
控
除
額
な
ど

土
地
や
家
屋
を
取
得
し
た
人
、
①
住
宅
控
除

1
1

一
戸
に
つ
き
百
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しあ間すつ休に一こしのやま休 うや‘域つを害な‘引事難し惑な然お年な く二会く用が査としがか判検 税期おしずゆ金
てらとがてみし番のめ思勉くみ夏 ら 。事青住が助環く接き故及‘tこうにり健さ の tこ二事わはで会く検おつに をの‘よ納くをやかいせかもたむおくし、強いの休 し 故少民目け境そ着等をび犯負°親ま全ん 青さ I 務しいきへで もたか魯 し納八う期え有りたうめらおたづ子く出のつ計み の の年の標るをう剤の防交罪け しす育‘ 少い二局いつま審き，なかけの ま期月°内を効
ま終とてあしめかさりな進た画 なのみで環排°等非ご通かな み°成た守 ゜ O ＾こさす査なの仕どなし しでは に理に
しらき夏わま‘しんをどみではの メ ぃ自なす境除 の行う事らい 健こ運tこ 年 六太とい°のし、不事ういた よす憫 納解使
よせま休ていあいも゜‘ぐしど終 モ 毎覚さ゜をし不、°故身心 全の動いろを 六田はか 申と起でかこ不 う°人 めしう
うるでみてとと宿‘反あよのり 日にん つ健健綱、 ‘をのな運←ま 番裁太か立き訴すをと起 ゜お事るてた
°よはがいい一題か省いう程 によのく全全ノそ守し心動が→ぅ ツ判田りをは処°審 V 訴 忘業よ‘め
う‘あるう週をんを‘か度 しりごろな使ンのろつ身は行夏 へ所検ます‘分査が処 れ税う納に
に目とよ段間後じ含海゜ま ま‘協う育用ナ他うけをわの ご内察せる検にす‘分 なのに税県

中
学
生

斗
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,' 而積（A) 構成比 而栢（B) 梢成比 9DグIA)

工堺用）也
ha % ha 6. 象 84. 含14 o. 7 118 

住宅用地 109 8. 7 403 21.1 27.0 

商業用地 7 0 4 ] 3 0 7 18.5 

た用地 1,217 63 6 842 43.9 69.2 

その他 527 27.5 538 28.1 10.2 

計 1,914 100 1,914 100 

t
要
施
策
の
あ
ら
ま
し
（
そ
の
二
）

基
礎
的
条
件
の
整
備廃

止
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、

大
衆
の
足
と
し
て
の
重
要
性
か

ら
、
広
域
的
に
交
通
機
関
を
一

体
と
し
た
路
線
．
ハ
ス
の
整
備
促

進
組
織
の
設
置
を
は
か
り
、
多

角
的
な
調
査
研
究
と
そ
の
方
策

の
推
進
を
は
か
る
。
同
じ
集
配
区
域
の
設
定
並
び
に
倒
が
ら
ず
に
必
ら
ず
う
け
ま
し
よ
意
味
に
お
い
て
も
｀
こ
の
よ
う
な
で
き
る
だ
け
冷
涼
に
管
理
し
、
太
ょ
う
。

③
駕
話
・
霊
信
・
郵
便
集
配
度
数
の
増
加
を
要
望
す
う
。
ま
た
、
保
険
税
は
、
国
民
健
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
く
か
た
い
じ
よ
う
ぶ
な
苗
を
作
り
転
換
水
田
で
飼
料
カ
プ
や
イ
ク

社
会
経
済
の
発
展
に
伴
な
い
る
。
康
保
険
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
す
。
図
表
は
保
険
税
と
給
付
表
の
ま
し
よ
う
。
第
一
回
の
移
植
は
本
リ
ア
ソ
ラ
イ
グ
ラ
ス
の
栽
培
を
計

龍
話
・
電
信
の
需
要
は
益
々
増
④
有
線
放
送
電
話
目
的
税
で
す
か
ら
、
滞
納
す
れ
関
係
を
示
し
た
も
の
で
す
（
四
月
葉
一
枚
の
こ
ろ
に
八

x

八
セ
ン
チ
酉
し
て
い
る
方
は
、
飼
料
カ
プ
の

大
さ
れ
る
。
霜
話
に
つ
い
て
は
有
線
放
送
は
住
民
の
通
信
情
ば
、
運
営
に
直
接
支
障
を
き
た
し
号
国
保
会
計
ら
ん
も
ご
ら
ん
下
さ
に
一
本
の
割
合
で
行
な
い
、
第
二
種
ま
き
八
月
二
十
日
前
後
と
し
、

そ
の
加
入
申
込
に
応
じ
き
れ
な
報
伝
逹
施
設
と
し
て
重
要
な
役
ま
す
の
で
、
国
保
の
財
政
維
持
の
い
）
。
回
の
移
植
は
本
葉
三
枚
し
四
枚
の
イ
ク
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
は
年
内

い
状
態
に
あ
る
の
で
、
そ
の
積
割
を
果
し
て
い
る
が
、
更
に
増
と
き
に
一
五

x

一
五
セ
ン
チ
に
一
刈
り
を
一
回
行
な
う
場
合
は
八
月

滞
を
解
消
す
る
よ
う
関
係
機
関
加
す
る
世
帯
の
加
入
に
備
え
て
幽
〖
宝

6
の
み
な
さ
ん
え
株
の
割
合
で
行
な
い
、
播
種
後
一
―
―
下
旬
に
種
ま
き
を
行
な
い
ま
し
よ

土
地
利
用
の
高
え
る
と
、
地
下
水
の
み
で
は
ま
か
に
要
望
す
る
と
と
も
に
咤
信
に
施
設
の
拡
充
と
、
能
率
の
向
上
十
五
日
か
ら
四
十
日
で
本
葉
六
枚
ぅ
゜

度
化
な
い
き
れ
ず
、
広
域
的
に
工
業
用
つ
い
て
も
、
村
内
咤
報
を
一
元
を
は
か
る
た
め
交
換
施
設
の
自
ぐ
ら
い
に
た
っ
た
ら
本
圃
に
定
桐

八
月
の
農
作
業
し
ま
し
よ
う
。
青
少
年
問
題
を
中
心

`
5
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丁
汀
大
徳
牧
場
で
電
気
使
い
屑

I ー
ー
夏
口

募集中一

口人野球大会
主催

期日 8 月 22 日 29 日

楊 所明中・東小グラソド

対 象一般村民

締切 8 月 11 日

試合方法 トーナメント 7 回戦

申 込部落の野球部長さん又は

教育委員会事務局へお申

込み下さい

体育協会」［：：；月ここ
対 象一般村民

催しもの おどり

明和音頭

明和小唄

日光和楽音頭

北海盆唄
花笠音頭
鹿児島おはら節

◎青年団による生の八木節を披露

~I 
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ｷ̀ 
よ
し
な
し
言
（
ご
と
）

西
独
ビ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
グ
大
学
附

属
病
院
長
の
フ
ラ
ン
ケ
教
授
が
百

才
以
上
の
長
寿
百
四
十
八
人
か
ら

聞
い
た
長
涛
の
秘
け
っ
を
発
表
し

た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
万
事
中

肝
を
得
て
規
則
的
な
生
活
を
す
る

こ
と
が
大
じ
だ
が
同
時
に
家
に
ば

っ
か
り
閉
じ
こ
も
ら
ず
戸
外
を
よ

く
あ
る
く
こ
と
が
長
寿
者
た
ち
に

共
通
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
に
は
「

健
康
へ
の
最
上
の
道
は
歩
道
に
あ

り
。
」
と
い
う
格
言
が
あ
る
。
あ

ま
り
薬
ゃ
注
射
を
使
わ
な
い
こ
と

も
長
寿
の
秘
け
つ
。
現
代
日
本
人

の
心
す
ぺ
き
こ
と
か
。

収
集
車
を
購
入
し
、
餡
林
市
に
の
増
強
の
た
め
、
谷
田
川
第
二
排
{
,
9
,
9
,
’
'
,
1
1
1
‘
.

J

処
理
業
務
を
委
託
し
、
現
焼
衛
水
機
場
の
設
置
の
推
進
を
は
か
る
｛
｝

生
の
向
上
に
つ
と
め
る
。
と
と
も
に
、
邑
楽
水
防
組
合
と
協
i
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
｝

叫
叩
匹
記□ロ
J
t
あ
九
口
『
t
ー
i
i
月
六
日
[
〔
ぃ

い
る
。
し
、
村
に
公
害
苦
情
相
談
員
を
設
t
ま
ず
徐
行

H

危
な
い
子
供
と
お
年
よ
り
｝

今
後
人
口
の
培
加
と
併
せ
て
区
し
、
県
の
公
害
関
係
機
関
と
述
i
●
九
月
と
も
な
る
と
、
庭
の
す
み

第
六
回
臨
時
議
会
は
、
八
月
十
員
長
）
鯉
沼
―
二
、
梁
瀬
座
一
郎
収
集
人
口
の
増
大
が
予
想
さ
れ
係
を
密
に
し
て
、
予
防
或
い
は
処
｛
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
す
る
な
＂
｛
か
ら
、
す
ず
虫
や
ま
つ
虫
の
声
が

る
。
そ
の
た
め
に
館
林
衛
生
施
理
対
策
に
あ
た
る
。
ゃ
‘
t
'
i
,
.
:
'
?
)
ヽ
9
,
9
9
)
‘
.
9
.
、
)
<
5
し
・
1
,
I
'
,
'
,
'
,
9
,
'
,

卜9
,
i
,
’
＼
；
し
き
こ
え
て
き
て
、
口
ぐ
せ
に
な
っ

二
日
、
役
褐
会
議
室
に
招
集
さ
れ
口
総
務
常
任
委
且
会
口
建
設
常
任
委
負
会

理
刷
◎
堀
口
正
、

0
関
口
正
四
郎
、
◎
横
塚
誠
一
郎
、

0

泉
田
和
作
設
組
合
の
現
有
施
設
を
整
備
拡
な
お
、
広
域
的
な
公
害
情
報
セ
と
生
活
現
境
の
保
全
を
は
か
る
。
の
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
本
村
に
て
い
た
「
著
い
、
号
い
」
と
い
う

号
日
場
課
係
所
ま
し
た
。

1
0
所
役
務
管
印
こ
ん
ど
の
臨
時
議
会
は
、
議
員
蓮
見
一
雄
、
荒
木
一
郎
、
原
口
新
井
初
太
郎
、
恩
田
義
雄
、
石
張
し
、
処
理
機
能
の
強
化
を
は
ソ
ク
ー
を
設
匠
し
て
、
公
害
に
か
④
救
急
対
策
あ
る
診
療
所
を
整
備
し
て
、
救
急
言
葉
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

村
嘉
男
か
る
。
か
る
紛
争
を
迅
速
、
か
っ
適
正
な
救
急
栗
務
は
館
林
地
区
消
防
組
体
制
を
確
立
す
る
。
日
中
は
ま
だ
気
混
は
高
い
よ
う

0

月
務
林
改
選
後
初
の
誤
会
で
、
ま
ず
、
正
秀
男

2

知
行
村
総
庶
小
副
議
長
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
頷
長
口
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
●
塵
芥
処
理
に
関
す
る
事
務
の
⑤
公
園
解
決
を
行
な
い
住
民
の
健
康
保
持
合
で
包
括
し
て
行
な
う
と
す
る
も
⑤
交
通
災
害
で
す
が
、
空
気
中
の
湿
度
が
低
い

1
6
に
江
口
の
新
井
初
太
郎
さ
ん
、
副
◎
新
井
立
三
郎
、

0
石
筒
武
芳
委
託
の
件

：
和
集
呵
議
長
に
大
輪
の
尾
花
時
夫
さ
ん
が
尼
花
時
夫
、
岡
安
仁
一
艇
芥
処
理
に
関
す
る
事
務
を
館
公
い
”
[
[
"
口
[
ぺ
:
併
せ
て
i
'
\
i
ー
め
丘
国

5
5
]
[
[
5
[

口
t
f
い
豆
《
：
←
砂
[
t
c
[
汀
口
f
~
[

口
経
済
常
任
委
員
会
林
市
に
委
託
す
る
こ
と
に
同
意
を
⑥
慕
地
及
び
火
葬
拐
談
故
多
発
地
点
等
の
交
通
安
全
施
設
な
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

第
肝
明
紺
印
選
ば
れ
ま
し
た
。れ

汲
い
」
口
豆

□悶
コ
[
[
◎
石
崎
司
朗
、

0

布
瀕
米
造
、
え
ま
し
た
。
今
後
、
地
域
開
発
都
市
計
画
等
湘
i
ヽ
の
整
備
を
は
か
り
、
交
通
指
導
員
敬
老
の
日
・
秋
分
の
日

に
よ
り
袋
地
の
移
転
整
備
等
も
必
設
ヵ
’
‘
を
強
化
し
、
さ
ら
に
被
害
者
の
救

正
の
件
を
は
じ
め
常
任
委
員
哀
村
‘
‘
つ
く
り
十
年
計
画
翌
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
―

1
1
1

人
．
済
、
交
通
災
害
共
済
制
度
の
充
実
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
の
を
き

員
選
任
、
一
部
事
務
組
合
議
員
選
ま
た
、
火
葬
褐
に
つ
い
て
は
、
開
2
1
を
は
か
る
。
っ
か
け
に
、
若
い
息
子
夫
婦
か
ら

[
幻
汀
晶
訂
[
[
a
J
主
要
施
策
の
あ
ら
ま
し
（
そ
の
三
）
今
後
火
葬
処
理
の
増
加
が
推
定
さ
所
て
．
ー
（
次
回
は
、
社
会
開
会
の
た
め
｛
口
口
麟
麟
』
昇
勺

れ
、
現
有
、
館
林
市
火
葬
楊
の
施
・
談

5

ー
の
基
本
的
施
策
の
二
と
し
て
、
保

論
が
展
開
さ
れ
、
会
期
一
日
で
閉
社
会
開
発
の
た
め
の
基
本
的
施
策
設
を
整
備
し
、
業
務
委
託
に
よ
る
健
衛
生
対
策
及
び
社
会
福
祉
対
策
い
や
が
る
初
老
の
ご
夫
婦
を
見
か

会
し
ま
し
た
。
広
域
的
な
共
同
利
用
を
す
す
め
相
に
ー
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）
け
ま
し
た
。

塁
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
生
活
基
盤
及
び
生
活
環
境
施
設
②
上
水
遥
る
。
回

I
ど
ー
か
わ
い
い
お
孫
さ
ん
か
ら
「
お

り
で
す
。
の
整
備
社
会
生
活
、
経
済
活
動
の
向
上
防
災
対
策
媒
~
一
な
1
,
'
’
’
9
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

●
議
会
委
負
会
条
例
の
一
部
改
①
住
宅
に
と
も
な
い
水
の
需
要
は
益
々
増
①
地
域
防
災

.. 

住
宅
改
善
の
ポ
イ
ソ
ト
、
県
信
連
と
呼
ば
れ
る
の
は
い
い
気
持
で
す

正
の
件
本
村
の
立
地
条
件
か
ら
住
宅
用
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
広
域
的
に
前
林
地
区
消
防
組
合
羊

I

即
ク
一
の
首
藤
主
事
の
汽
金
に
つ
い
て
の
が
、
息
子
や
嫁
に
ま
で
「
お
じ
い

議
員
の
定
数
二
十
二
人
が
十
八
地
の
需
要
は
、
今
後
益
々
商
ま
り
み
老
朽
化
し
た
第
一
水
源
の
堀
替
を
結
成
し
、
本
村
に
分
署
を
建
設
苫

5
新
＞
ぉ
二
人
の
講
演
が
あ
り
、
そ
の
あ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
に
さ

人
に
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
流
入
人
口
の
定
沼
化
が
期
待
さ
れ
え
、
第
一
二
水
縣
の
増
設
等
を
行
な
し
て
、
常
備
化
の
体
制
を
確
立
す
宅
し
と
相
談
に
入
り
ま
し
た
。
一
番
多
れ
て
は
あ
ま
り
い
い
気
持
で
は
な

に
伴
な
い
議
会
委
員
会
の
構
成
が
る
。
こ
の
対
策
と
し
て
住
宅
団
地
い
、
水
品
の
確
保
に
つ
と
め
る
。
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
村
の
消
防
主
¢
か
っ
た
の
は
新
築
の
相
談
。
そ
れ
い
よ
う
で
す
。
と
か
く
老
人
扱
い

叫
冑
。
ぃ
砧
[
『
~
[
l
i
t
-
]
〖

[
1
]
]

冑
〖□
□1I
l
l

疇
直
言T『[
[
9
[
]
]
]
』
』
]
]
t
t
]
]
]
]
]
]
]
[
]
[
[

“
―
あ
り
、
こ
の
処
理
に
つ
い
て
は
え
な
い
の
て
、
さ
ら
に
排
水
能
J
n
期
い
直
:
[
げ
[
註
昇
紅
芦
"
"
[
i
t
：
賃
紅
認
昇
[
[
訂
丘
り
紅
＂
閥
[
目
口

5パ
直
[
]
い
ハ
認

i
選
が
行
な
わ
れ
、
議
員
定
数
も
十
発
の
途
上
に
あ
り
、
特
に
産
業
の
頼
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
張
り
の
明
る
い

一
に
ぎ
わ
っ
た
納
涼
大
会

5
八
人
と
し
て
そ
の
初
議
会
が
去
る
進
展
、
炭
菜
危
機
問
題
の
解
決
、
進
歩
的
な
暇
会
連
営
を
果
た
し
て
い
か
が
で
し
よ
う
。

八
月
十
二
日
に
招
集
さ
れ
隈
会
構
商
工
業
の
振
興
、
生
活
現
境
整
行
き
た
い
と
念
願
し
て
い
る
次
第
ー
|
C
|
|
V
1

約
千
人
の
人
出
『
成
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
伽
、
教
育
施
設
の
充
実
、
そ
し
て
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
暇
長
就
任
二
且
峠
認
琵

三
言
〖
瓢
量
量
、
山
口
叫
t

□『
;
勝
]
疇
冒
]
]

麟
攣
順
閂
〖
叫
詞
青
罰
叫
｀
』
聞
閲
田
吐
『
言
＜
言
閏

村の人口
--9 月 1 日現在＿

世帯数 1, 819戸

人口総数 8,729人
男 4,321人

女 4,408人

(8 月中のうごき）

出生 10人 死亡 7人
転入 18人 転出 29人

副
議
長
に
は
尾
花
時
夫
さ
ん

議
長
に
新
井
初
太
郎
さ
ん
選
出

改
選
後
の
初
議
会

季
節
の
話
顆

斗ぅ



J`,~,',',;,'‘` 

査
し
て
選
挙
人
名
簿
に
登
録
す
る

村
の
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
記
十
五
オ
に
な
っ
た
人
は
ガ
ソ
年
令
毎
年
ガ
ソ
の
検
診
を
行
な
っ
て
き

念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。
で
あ
る
こ
と
を
自
党
し
、
す
く
な
た
が
、
今
年
も
ガ
ソ
の
検
診
苫
選
挙
入
名
簿
の
確
認
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
度

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
と

◎
九
十
才
以
上
の
人
（
敬
称
略
）
く
と
も
年
一
回
の
健
康
診
断
は
す
施
し
ま
す
。
胃
ガ
ソ
の
検
診
は
十

久
保
庭
き
ん
新
里
九
七
才
す
ん
で
受
け
る
ご
と
が
大
切
で
月
二
十
五
日
と
十
一
月
一
日
に
、

9

月

1
1日
ー

1
5
日
転
出
、
死
亡
な
ど
で
選
挙
権
が
な

ー
コ
[
[
口
[
]
言

[
E
B
]
]

『
二
冒
：
＇
宣
攣
二
』
冒
[
『
[
土
冒

[
h
]
]

冒

石
的

一
一
庭
”
ま
し
、
お
祝
に
年
金
五
千
円
と
祝
品
が
村
長
か
中
村
巌
三
郎
下
江
黒
九
一
オ
裏
盤
梯
で
キ
ャ
ン
プ
―

-
I

い
叶
吐
隷
謬
臼
今
月
の
納
税

二
[
口
訓
閲
~
i
覧
：
戸
[
[
昂
／
：

□
ぃ
｀
ぃ
ロ
ロ
を
」
声

o胃
鸞
E
巳
出
言

の
「
お
と
し
ょ
る
裏
盤
梯
登
山
と
キ
ャ
ン
ブ
は
、
か
ら
登
山
口
の
高
原
ロ
ッ
ヂ
ま
で
（
集
合
納
税
日
は

~
[
民
]
]
り
:
]
心
鶴
暇
村
寝
隊

/
]
v

あ
／
ま
線
親
願
•
]
[
防
]
i

り
、
交
通
事
故
も
増
加
す
る
時
期
句
会
か
ら
ー

な
わ
れ
、
矢
島
、
明
中
ク
ラ
プ
、

南
大
島
、
特
殊
霞
装
が
勝
ち
の
こ
七
月
一
日
か
ら
月
耀
日
と
金
罷
で
す
の
で
学
校
で
も
家
庭
で
も
次

り
ま
し
た
。
上
ー

1
矢
島
農
家
の
み
な
さ
ん
へ
日
巡
回
し
て
い
る
ご
み
収
集
に
っ
の
こ
と
に
よ
く
注
意
し
ま
し
よ
う
締
め
直
す
稲
架
け
に
秋
立
つ
能
登

日
二
十
九
日
は
準
決
勝
と
決
勝
が
い
て
は
、
村
民
の
ご
協
力
に
よ
り
●
交
通
ル
ー
ル
を
も
う
一
度
教
の
旅
北
島
若
水

〇
行
な
わ
れ
た
が
、
中
で
も
、
南
大
〇
明
和
ダ
ン
ポ
ー
ル
九
月
の
農
作
業
利
用
家
庭
も
日
増
に
ふ
え
て
い
ま
え
る
。
排
水
路
に
菰
（
も
）
の
花
咲
い
て

ー
島
対
特
殊
電
装
は
好
試
合
を
展
開
2
薪
里
す
が
、
ま
だ
利
用
度
も
少
な
い
ょ
●
登
校
時
間
は
早
め
に
忘
れ
も
秋
立
ち
ぬ
高
瀕
依
根
子

9
ピ5
旦
“
げ
い
日
げ

H
:

』
日
彗
註
口Lく
げ
こ
戸
豆
訳

[
m豆
：
か
出
て
く
耳
謬

o
G、大
い
に
利
用
し
て

5認
い
。
も
う
一
度
た
し
か
法
師
郷
ゼ
ニ
で
直
叶
勺
戸
義

年
あ
げ
ら
れ
ず
、
抽
選
で
特
殊
咤
装
。

1

大
幸
化
成
り
ま
す
か
ら
、
計
画
的
に
行
な
い
か
ら
二
十
五
日
か
ら
一
二
十
日
を
目
·
n
ミ
は
、
村
で
指
定
し
た
紙
袋
日
焼
せ
る
吾
子
の
笑
顔
の
脹
の
光

が
決
勝
に
進
み
ま
し
た
。
南
大
島
た
い
も
の
で
す
。
安
と
し
、
排
水
の
悪
い
田
は
、
早
に
入
れ
て
巡
回
日
の
午
前
九
時
ま
，
＇
，
＇
，

l

4
6
は
今
年
こ
そ
は
と
、
優
勝
を
ね
ら

7
Lー
ー
南
大
島
中
問
、
平
坦
地
帯
の
普
通
栽
培
め
に
水
を
落
す
の
が
よ
い
で
し
よ
で
に
収
集
功
所
に
出
し
て
く
だ
さ
集
と
間
違
が
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
里
み
や
げ
第
一
番
に
子
の
日
焼

和
っ
て
い
た
だ
け
に
ま
こ
と
に
惜
し
の
イ
ネ
は
、
八
月
下
旬
か
ら
九
月
う
。
い
。
村
指
定
の
紙
袋
は
、
衛
生
部
あ
り
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
の
紙
袋
に
林
倫
常

ま
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
い
「
ー
ー
下
江
黒
上
旬
が
出
郎
期
と
な
り
、
穂
が
出
ま
た
、
水
も
ち
の
悪
い
水
田
や
長
さ
ん
宅
で
売
っ
て
お
り
、
価
格
は
危
険
物
（
ビ
ン
類
、
あ
き
缶
．
、
乱
発
の
花
火
夜
空
を
燃
や
す
如

昭
決
勝
戦
の
矢
島
対
特
殊
霜
装
は
1
0

コ
9

ル
ト
特
殊
電
装
て
か
ら
の
水
の
管
理
庄
一
ニ
セ
ソ
乾
き
や
す
い
水
田
は
、
水
を
落
し
は
一
切
の
手
数
料
を
含
め
て
一
枚
容
器
）
は
、
絶
対
に
入
れ
な
い
で
安
見
あ
っ
子

決
勝
戦
に
ふ
さ
わ
し
く
、
両
チ
ー
チ
ぐ
ら
い
の
浅
水
に
し
て
、
秋
落
て
か
ら
急
に
乾
か
な
い
よ
う
に
時
一
二
十
円
で
す
。
く
だ
さ
い
。
危
険
物
は
別
に
定
め
秋
の
日
や
今
日
も
落
ち
た
り
空
の

ム
の
意
気
ご
み
は
、
す
さ
ま
じ
い
明
和
食
品
水
田
で
は
時
々
水
を
落
し
て
や
る
々
走
り
水
程
度
の
か
ん
水
を
し
て
な
お
、
ゴ
・
｀
、
収
集
と
危
険
物
収
て
収
集
い
た
し
ま
す
。
路
斉
木
光
子

わ 第 120 号 (2) 

9・マ

すi -9-mm• 一・99999--999999
優勝の矢品に賞状を授与する小松原村長

。 矢島・優勝 3 

最
高
令
者

村
長
さ
ん
「
敬
老
の
日
」
に

高
令
者
を
慰
問

へ、 忍 一



•• - ‘`` --

よ
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ひ
ろ
げ
ら
れ
、
道
路
問
幽
で
は
尿
◇
老
人
医
療
費
肋
成
に
関
す
る
条
な
お
、
奨
励
補
助
金
に
つ
い
な
り
ま
し
た
。

田
議
員
、
新
井
真
三
郎
議
員
、
恩
例
設
定
の
件
て
、
本
年
庶
は
、
概
ヰ
払
が
行
な
現
在
、
各
位
協
が
一
括
代
理
人
叩
[
+
下
i
年
＇
ぼ
文
如
小
苫
逗
今
会
計
江
訳
笛
牙

田
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
質
問
が
行
こ
の
条
例
は
七
十
五
才
以
上
の
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
と
な
っ
て
、
奨
励
補
助
金
交
付
申

な
わ
れ
、
そ
の
ほ
か
原
口
議
貝
か
老
人
で
入
院
以
外
の
診
根
費
は
れ
に
よ
る
と
、
調
整
数
品
一
キ
ロ
諸
書
を
提
出
い
た
し
て
お
り
ま
す
―
―
―
百
七
十
万
円
の
黒
字

水
道
会
計
は
、
経
済
的
か
つ
効

0資
本
的
収
支
】

ら
第
＿
―
-
水
源
地
建
設
問
題
、
保
育
村
で
助
成
し
、
老
人
福
祉
の
一
現
グ
ラ
ム
当
た
り
、
六
八
円
の
奨
励
の
で
、
今
年
中
に
概
符
払
金
が
、

率
的
に
執
行
さ
れ
、
経
理
事
i
I
i
に
収
入
は
、
百
一
―
―
十
五
万
円
で
、

所
建
設
問
題
、
谷
田
川
堤
防
改
修
と
し
て
、
お
年
寄
り
が
医
者
に
か
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
交
付
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

つ
い
て
も
良
く
処
理
さ
れ
て
一
二
百
こ
れ
は
道
路
公
団
か
ら
の
工
事
負

問
題
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
行
な
か
る
垢
合
は
無
料
で
か
か
れ
る
ど
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
、
す
。

七
十
万
円
の
熙
字
決
算
と
な
り
睫
担
金
で
す
。

わ
れ
。
そ
れ
ぞ
れ
村
長
よ
り
答
弁
い
う
も
の
で
、
十
月
一
日
か
ら
施
四

0
円
だ
け
支
払
わ
れ
る
こ
と
に

こ
。
全
財
政
運
営
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
支
出
は
、
四
百
十
一
万
円
で
、

が
あ
っ
て
正
午
過
ぎ
閉
会
し
ま
し
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

t
な
お
、
主
な
議
案
の
内
容
は
次
◇
水
道
事
業
会
計
描
正
予
算
各
地
で
運
動
会
【
収
益
的
収
支
】
貰
本
的
収
入
額
が
賣
本
的
支
出
額

の
と
お
り
で
す
。
追
加
額
四
百
六
十
二
万
円
で
、
収
入
は
、
千
百
九
十
七
万
円
で
に
対
し
て
不
足
す
る
額
二
百
七
十

◇
教
育
委
貝
会
委
員
の
任
命
の
件
只
本
的
収
支
予
勾
総
額
は
七
百
三
フ
レ
ー
フ
レ
ー
い
と
声
援
そ
の
大
部
分
が
水
逍
使
用
料
で
、
六
万
円
は
、
当
年
度
分
損
益
勘
定

九
月
一
＿
＿
十
日
に
任
期
満
了
と
な
十
六
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
千
六
十
七
万
円
と
八
九
％
を
占
め
留
保
汽
金
百
一
二
十
七
万
円
、
過
年

秋
、
各
地
の
小
、
中
学
校
は
運
子
供
た
ち
は
、
こ
の
日
を
胸
お
て
い
ま
す
。
度
分
損
益
勘
定
留
保
賓
金
八
十
万

動
会
の
品
明
け
。
ど
ら
せ
て
待
っ
て
い
た
こ
と
で
し
支
出
は
、
八
百
二
十
七
万
円
で
及
び
減
債
積
立
金
五
十
九
万
円
で

る
教
育
委
員
会
委
員
の
奈
良
種
介
追
加
は
、
配
水
設
備
工
事
殺
四

明
和
村
で
も
九
月
二
十
五
日
中
よ
う
。
そ
の
主
な
も
の
は
、
有
形
固
定
汽
補
て
ん
し
ま
し
た
。

さ
ん
の
再
任
に
つ
い
て
同
意
を
え
百
五
十
万
円
、
減
苗
室
改
築
費
十

学
校
、
九
月
一
二
十
日
東
小
学
校
、
小
学
校
の
運
動
会
で
は
、
元
気
産
減
価
償
却
費
二
百
十
四
万
円
、
主
な
支
出
は
、
第
一
水
源
新
設

ま
し
た
。
二
万
円
で
、
賓
金
は
迎
設
改
良
戟

十
月
一
日
、
西
小
学
校
で
行
な
わ
い
っ
ば
い
走
っ
た
り
、
紅
白
玉
入
公
彼
の
元
利
償
迎
金
百
四
十
八
万
水
中
モ
ー
ト
ル
ボ
ン
プ
一
式
九
十

◇
監
査
委
員
の
選
任
の
件
立
金
で
補
て
ん
し
ま
す
。

れ
ま
し
た
。
れ
や
網
引
き
な
ど
熱
戦
を
く
り
広
円
、
動
力
費
六
十
四
万
円
、
作
搭
一
万
円
、
東
北
自
動
車
道
建
設
に

議
会
議
員
の
恩
田
袋
雄
さ
ん
を
そ
の
他
、
水
迫
事
業
会
計
（
別

i
,
'
·
‘
、
、
.
‘
、
.
‘
、
I
I
I
‘
‘
‘
‘
‘
‘
、
、
、
、
I
I
I
げ
、
友
だ
ち
ゃ
父
兄
の
声
援
が
グ
費
百
四
十
万
円
、
人
件
衣
百
七
十
伴
う
水
道
管
移
設
工
事
百
四
十
二

議
員
選
出
の
監
査
委
員
に
選
任
に
掲
）
の
決
打
の
窃
定
な
ど
が
行
な

ラ
ソ
ド
に
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
万
円
な
ど
で
す
。
万
円
、
日
本
道
路
公
団
起
業
東
北

つ
い
て
同
意
を
え
ま
し
た
。
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
＿
‘
二
年
の
お
か
あ
さ
ん

t
―
収
入
、
支
出
差
引
残
金
は
一
二
百
自
勁
車
追
建
設
に
伴
う
水
道
管
移

さ
が
し
（
東
小
学
校
で
）
―
J

O

七
十
万
円
の
黒
字
決
箕
と
な
り
ま
設
工
事
費
二
百
五
万
円
な
ど
で
す

し
た
。

提
案
理
由
を
説
明
す
る
小
松
原
村

長
と
後
方
は
婦
人
グ
ル
ー
プ
の
傍

聴
者

米
の
生
産
調
整
は
、
県
か
ら
五
・
九
ヘ
ク
ク
ー
ル
の
実
組
を
示
し

九
六
ト
ソ
の
指
示
を
受
け
、
三
月
ま
し
た
。

、
、
.
‘
、

.

.

.

.
 
‘
、

.

.

.

 

、

.. 

I
 

第
七
回
定
例
村
議
会
が
九
月
二
今
回
の
定
例
会
に
は
、
婦
人
グ
に
各
森
家
に
配
分
い
た
し
ま
し
た
こ
れ
は
、
目
標
数
歴
に
対
し

十
日
に
役
あ
会
哉
室
に
招
集
さ
ル
ー
プ
の
一
六
人
が
諮
会
の
傍
聴
が
、
村
で
は
、
部
落
の
伐
事
組
て
、
八
八
・
八
．
ハ
ー
セ
ン
ト
の
達

れ
、
村
長
提
出
議
案
は
九
件
で
、
に
来
ら
れ
、
質
疑
討
論
も
一
段
と
合
、
袋
業
協
同
組
合
、
及
び
、
供
成
率
と
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
活
気
が
入
り
、
特
に
一
般
烈
問
に
業
共
済
組
合
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
実
施
面
放
の
内
容
を
み
る
と
、

し
た
。
入
る
と
一
思
活
発
な
論
戦
が
く
り
力
を
い
た
だ
き
、
六
月
（
炎
転
転
作
が
休
耕
地
を
上
回
り
、
普
通

作
）
、
七
月
下
句
の
二
回
に
わ
た
転
作
が
八
ニ
・
ニ
ヘ
ク
ク
ー
ル

r
.
.
.
~
.
.
.
~
.

、

り
、
廷
ー
ニ
0
人
で
現
地
確
詑
調
永
年
作
物
へ
の
転
作
が
一
・
一
へ

査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ク
ク
ー
ル
と
、
調
整
面
積
の
六
六

四
十
四
度
所
得
推
計
結
果
そ
の
結
果
、
調
整
数
尿
で
五
ニ
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り

九
•
六
ト
ン
調
整
面
訳
で
一
＝
＝
二
ま
す
。

一
人
当
り
の
村
民
所
得
3
6万
4

千
円
｀
·

明
和
村
で
は
村
民
所
得
の
推
計
円
で
、
前
年
に
比
ぺ
て
一
四
・
八

を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
劣
伸
び
て
い
る
が
、
県
の
伸
び
率

ほ
ど
四
十
四
年
度
分
が
ま
と
ま
り
と
比
べ
る
と
わ
ず
か
に

0
•
四
％

ま
し
た
。
下
回
り
、
県
民
所
得
を
一

0
0
劣

昭
和
四
十
四
年
度
の
村
民
所
得
と
し
て
、
こ
の
村
を
み
る
と
八
二

（
解
説
一
を
参
照
）
は
、
三
十
億
・
一
劣
と
県
水
準
よ
り
一
七
・
九

八
千
百
八
十
七
万
円
で
前
年
に
比
劣
下
回
っ
て
い
ま
す
。

ペ
て
一
三
・
九
劣
増
加
し
ま
し
個
人
所
得
（
解
説
二
を
参
照
）

f
．
は
、
三
十
一
億
一
千
七
百
五
十
万

剣
と
金
は
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
＿
）
。こ

れ
を
産
業
別
に
み
る
と
（
図
円
で
｀
こ
れ
を
一
人
当
り
に
す
る

剣
は
竪
者
が
こ
れ
を
も
て
ば
、
悪

表
一
）
第
二
次
産
槃
一
六
・
七
¢
ク
と
一
二
十
六
万
八
千
円
に
な
り
、
昨

を
ほ
る
ぽ
す
降
魔
の
利
剣
と
な
る

第
三
次
産
業
一
六
・
八
劣
増
加
し
年
よ
り
一
四
・
八
％
の
伸
び
と
な

が
、
愚
者
が
こ
れ
を
も
て
ば
、
他、

た
が
炭
栗
を
中
心
と
す
る
第
一
次
っ
て
い
ま
す
。

人
を
傷
つ
け
る
悪
剣
と
な
る
。

し
産
業
は
六
・
九
％
の
増
加
に
と
ま
解
説
＿
1
1
村
民
所
得
と
は
、
一

金
も
こ
れ
を
つ
か
う
人
し
だ

り
ま
し
た
。
力
年
問
に
村
居
住
者
が
経
済
活

で
共
同
の
繁
栄
を
生
む
が
、
反
面

村
民
所
得
ニ
―
-
•
九
り
久
の
増
加
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

に
は
そ
れ
を
つ
か
っ
て
、
さ
ま
ざ

字
は
、
煤
民
所
得
一
七
•
一
劣
、
新
し
く
生
産
さ
れ
た
所
得
を
生

ま
の
弊
害
が
生
ま
れ
、
家
を
ほ
ろ

国
民
所
得
一
六
・
一
が
ダ
の
増
加
率
産
要
索
の
提
供
に
応
じ
て
得
る
内
に
居
住
す
る
個
人
が
民
間
企

ぽ
し
、
身
を
ほ
ろ
ぽ
す
こ
と
に
な

よ
り
下
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
村
所
得
の
合
計
を
言
い
ま
す
。
菜
や
官
公
機
関
な
ど
の
す
ぺ
て

る
。
結
局
は
そ
れ
を
使
う
人
が
問

民
一
人
当
り
で
は
一
＝
十
六
万
四
千
解
説
二
1
1

個
人
所
得
と
は
、
村
の
源
泉
か
ら
一
ヵ
年
問
に
実
際

阻
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一第七回定例村議会

村の人口

-10月 1 日現在一

世帯数 1855戸

入口総数 8742人
男 432S人

女 44l7人
(9 月中のうごき）

出生 8人 死亡 3人
転入 30入 転出 22人

I 老人医療費を無料に 1
婦人グループ16人か傍聴—

図喪 I

項 目 ',99 年 1文 43 可洒，99切'99
ポ 9'9 999 99 成 9 09 V i99 

"''"'ヽ"''",., " 第 1 次産業 m,692 27.6 9釘， 996 29.99 6,9 

煤 ・タ； 898,993 27.6 799.99 90 29.99 6.s 

林契 "'I o.o I,,,, I,., I,苅． 9

水歩某

第 2 次荏業 9.n92.392 39.8 999,997 ．芍． 9

鉱楽 3S,729 9.3 99.969 0. t、

建誼戎"·'応 3,9 95,499 3.s 

製造路虹．露 30.4 ml,239 29.9, 

第 3 次庄3;• 9,959,F邸 .97.6 99?.902 %.? 

卸売小売茅 ;S9,393 9.4 239,259 8.5 

，．＂は不99．兄 ,03.a?2 3.3 筵957 3.2 

過即in公“,,ヽエ 398 、四 92,9 343,929 92.7 

サービス槃 309, 929 9.8 269ぷol rn.o 
公務 69,5" 2,2 69,499 2ｷ3 

村民所符 3，総l ， 870 900.0 2 ，祝， 205,OO,0

米

目
標
数
量
の
八
八
％

の

ニ
5
-ぃ
一
い
言
一
5
-
[
-
5
一
い
一
ぃ
冨得所民町国村の

) 
ヽ当

に
受
取
っ
た
所
得
の
総
額
を
言
人

い
ま
す
。
1

生
産
調
整

さ登入 油税はな
れ備さ軽引さ‘どデ
た費れ油取れガのイ 良
も用‘引税てソ燃 l

工］開［［講iの創路てま‘が油動 A を
□ 1！し 打 1991 i 軽設の収す軽課 1：：車

告使油掲燈をれ油 願に道本し内す向民内油 し 胃
納っ引合油軽て引まいな路J;\ての°上のの引
付た取にを油い取たしり財のい販しに皆道取 ま で
し自税もそにな税‘まま淵収た売た桔さ路税
な動が‘のまいや自すすの入だ業がびんやの
け車課そまぜ油揮動°の確がけ者っつの橋収 し
れの税のまて‘発車 で保増れかてく利が入
ば保さ燈燃使例油の ‘が加ばら‘こ便整が
な有れ油料つえ税燃 ごでし‘軽皆とと備多 よ
ら者‘部にたばの料 協き‘そ油さに‘さい
なはそ分使と‘課に 力る伐れをんな生れほ う
い‘れにつき燈税‘ をこ頂だ問がり活‘ど
こ申を軽たや油さ軽 おとなけ入県まの県県―

◎の二も議 国し、務ずをのし常軽正 いを常れん合売増軽ある価ま と
福柿被方十っ会明 °事を間で‘に油なこ°賂なるに 1こらし油り軽格た最に
田沼保々日ての和委保＾袴し入も分軽び流の 入ルこ予よれしにま油の‘近な

険が付任委村 俯所ましし析油分通た す l と測つてた燈すが面阪‘つ
荼英者委を期員国員運林ますた不試の析とめ る卜もしてい粗油がぅ＇しで売悪て
次雄代嘱も満は民 がら財での掲審験抜器諜 1こ よであなはる悪な‘ら安競預お
ささ表さつ了‘健を呂 務おで合とを取械税‘ う品りい‘こ品どこれす争なり
んん ：て名］悶委協翌：も‘tさ悶と＆ぎ合悶 ，t房手塁贋ぶこ吝ぢ［、［孟喜手
梅江 し次つ十険嘱議芭＜よ無れお査台か限 て良のが者あ税ぜのると化が゜

たのた九運 ム＞ り料るりを設るで くいで諜のり軽て中こ思カ~現
原口 ゜六の日営 云 tこので軽ま実固たは だ軽‘税皆‘油‘iことわらわ

名でを協 さ財検油す施しめ適 さ油正ささ場が水はがれ｀れ

]][:[]言印言詞り
に．．．-一．―- 任議の 1この再教し‘委九 雄さわ議

メぷ



三亘ニロ／］夏言コロ： ：設／三1 こ：口『め派；族魯］塁原斉；喜祝：/ 2且：言 I
] : } ; [ ! ; ; [ [ [ i [ it [ i : : 9 : [ h ：文；゜五翠王含を村定：号号自tこで塁竺；至・［豆ii l 麟 ぅ運ご世いを祉°強も施域福と活更福祉ム額老ラあまな 忍と

悶扁愛g店 だ孟醤墓祉 靡窟羹祉 怠盗乱茎る・危左漿 繋：．：名妥 閲：t; z・農 ぷ近〖 比；屈悶苫哀 をの談生がめ ‘宅備の 能し及 進域の制のがいガ あを 往通 けッかにさ ゃ転 1 表し団議あか
塁震琴昇こ、 魯悶塁晨 忍更、届 合麿塁唇孟斎忍； 全グ：尼： 石；互ど虐 : てス＇犀だ琴畠毎畠
をび代われ の薄実を 開生祉 か新‘改の耶すリ し力印たシ き‘家とれ 来塊；ン川次激長咬咬
知た＾向組七拠的 ®方を員底年ら洩 か他 ⑦充①して ま全だ受もまなをれ赤せ故故 う品ス記 あく与てが表にしす済思喜らめ次上合、ノ占に福紀策行のを金のれ国る康国社実 み‘そせ運かけちでく‘はえんは 1こ し 1I 冊とが念式つ虹え‘らのしてる成想久
t磁問合こf喜五盟魯をしな内蹟昇ぁ塁゜塁塁魯； 了tf E 々翠§ $ ；素，1; 元ぁ、＇tあ。あ‘f ".‘故 孟と昇互g謬仁魯心塁召閃：ぢ迄塁
ま本‘か設をと同業会う‘‘るに者る金 と康険るスよいは 心ラ合‘幸情不なてななと 賠→わ撮とをするに会啓←とな夢持はす的教る四広しでを福ず不協たつのいに あ保の゜やう家‘ がイも相にに幸たしたたい [ 多 らはれ影‘終←権かを子としくにし→
°施脊゜し域て推総祉る利力めい洩はつ わ険充 ‘°族次 けパあ手しよにをまの一ぅ フ れた成と記りと利せ担さ‘て‘酔‘常v 策文 ‘的総進合施°益且‘てれ‘い せに実 計 ドの な l るのてつす‘う家人こ ィ し まち人フ念ま力をらうんまの本ついに
に化 社＾合す的設 のの年更な公て てつ 画 ラ点 け全で車してるあの族でと * しの者ォ事し強全れーはた決日てた穏

言魯 合云茎念ぢ しな魯魯后ぷ塁iさ 羹し‘ 1; ：・吝 合〗上品ざ話ば危；喜年手 フ だ色ら；翌だ羞t哀人函；忍姦塁t息
て上 祉市而め能 よな力及り金適 をは く を意．tょ‘う害ま三り一゜まみ° と記ダし 辞て枯とヵ子新機妄 1こ正
おの の務祉の率 うど委徹‘か用 は‘ 検 楽し り安゜をす者で家そきま 9l［ い念ソてーがいとしな代たと動経な

(2) 

t訳知 明中て水泳大会一竺盗耐遭i明 有 ，，こ⑤よいに④検①れ交②こ計 行
冨畠｛「― |苫含備認昇九 放亙：も翫、謬斎玉常忍店tもし ：で事ら
g温t；日、—-新記録4 大会新記録10-―克歪ぢ：塁贔り接羽昇＇濯心： ：嬰：々眉国冒；；；｝名｀
註柔悶 •• — ”翡 ぢ翡塁示続生与え；を：：こ哀農 1ご嬰ごう！三41
言；詞妾 9', 9 :' 、 U＇し· :王芸 百孟］ [~ ：：贋 至 9 と言；涵：； ：。竺真柔ぶ届：：忍：］［ぎ為
背し対 i た活れて早か務和て年ででなを勤ー ごらからはが有

雷比二 を 3 04r oi詞｀｀｀：甘口｀ピ喜：り詞
訓戸ンロニ公叫鳳叫詞叫こ王］冑
ま最のぐにわ感＇― -＇わ惑好ら方運中銭千大問 委方出に見な◎◎◎◎◎行せ

｀［言冑l]冒［言言］］i□9
ロ：喜］りil謬i]:: : ］庄Iま汀I[]嵐：; ]:: li力：] ! ! I 
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レ

第 1 2 l 号 村の人口

昭和46年 11 月 10 日 -11月］日現在ー一—

発
世帯数 1859戸

行 所
人口総数 8751人

明和村役場 男 4333人

紺染総務課 女 4418人

庶務管理係 (10月中のうごき）

印刷所小林印刷所 出生 10人 死亡 1人

転入 17人 転出 17人

”／漏鴫響鸞幽I
会大育体民村

よ
し
な
し
ご
と

一
七
七
二
年
フ
ラ
ソ
ス
の
有
名
な

化
学
者
ラ
ボ
ジ
ニ
は
空
か
ら
の
イ

ソ
石
を
分
析
し
、
こ
れ
は
普
通
の

石
だ
。
霜
に
打
れ
て
部
分
的
に
ガ

ラ
ス
状
に
な
っ
て
い
る
が
空
か
ら

落
下
し
た
石
で
は
な
い
と
い
っ
た

附
近
の
昆
夫
が
空
か
ら
光
を
発
し

て
落
下
し
て
き
た
と
い
う
証
言
も

し
り
ぞ
け
、
空
に
石
は
な
い
。
従

っ
て
空
か
ら
石
が
落
下
す
る
こ
と

は
な
い
と
結
論
し
た
。
前
提
の
誤
I
-
―
●

り
は
結
語
の
談
り
と
な
る
。
私
逹

は
知
見
を
広
め
視
野
を
拡
げ
、
既
-
i
-

. 

成
概
念
を
打
般
し
、
偏
見
、
独
断

に
お
ち
入
ら
ぬ
よ
う
気
を
つ
け
る

必
要
が
あ
る
。

秋
空
の
す
み
き
っ
た
十
月
二
十
じ
ま
ん
の
選
手
が
出
楊
し
今
年
も
の
す
え
俊
勝
し
、
南
大
品
の
連
勝
順
位
部
落
名
得
点
六
千
津
井
六
九
前
橋
市
大
手
町
＿
丁
目
一
の
一
十
二
月
の
冬
至
（

L
I十
二
日
）
ま

四
日
、
恒
例
の
第
十
六
回
村
民
体
綱
引
き
は
南
大
島
に
ま
か
せ
て
お
記
録
を
ス
ト
ゾ
プ
さ
せ
ま
し
た
。
一
南
大
島
八
八
以
下
は
次
の
順
で
、
大
輪
、
矢
島
群
馬
県
県
民
生
活
部
世
話
課
で
、
日
の
短
か
さ
は
ま
す
ま
す
加

育
大
会
が
明
和
中
学
校
で
盛
大
に
け
と
四
年
連
沈
悛
勝
を
ね
ら
う
南
得
点
競
技
は
十
四
種
目
で
、
南
二
斗
合
田
八
二
•
五
江
口
、
田
島
、
川
俣
、
下
江
黒
、
需
話
前
栢
⑪
一
五
―
一
わ
り
、
人
の
気
持
や
、
す
ぐ
目
の

挙
行
さ
れ
こ
の
日
は
、
十
月
十
日
大
品
と
新
里
が
決
勝
に
進
出
。
一
大
品
と
斗
合
田
が
最
後
ま
で
せ
り
―
―
―
梅
原
七
七
•
五
内
線
―
―
八
五
前
に
迫
っ
て
く
る
年
末
を
ひ
か
え

篇
天
の
た
め
に
延
期
さ
れ
た
の
回
戦
は
、
大
接
戦
の
す
え
南
大
島
あ
い
ま
し
た
が
、
南
大
品
が
八
十
四
大
佐
貫
七
＿
―
-
上
江
黒
、
中
谷
、
須
致
、
入
ケ
谷
・
ヽ
ヽ
1
,
.
l
.
‘
,
‘
‘
,
'
,
'
,
.
9
9
9
4
)
ー
一
て
、
生
活
も
あ
わ
た
だ
し
さ
を
感

l
”
‘
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
の
絶
好
の
体
が
勝
ち
、
こ
れ
で
俊
勝
す
る
か
と
八
点
で
、
五
・
五
点
の
差
竺
一
度
五
新
里
六
九
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
た
ば
こ
は
｝
じ
さ
せ
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

育
日
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
思
わ
れ
た
が
二
回
戦
は
新
里
が
勝
目
の
優
勝
を
飾
り
、
い
つ
に
な
く

”
さIv甘＂
虹
め
い
繍
い
に
言
ば
甘9

甘
汀

3
1

f
u
I
1
下
[
J
ま
し
よ
う

□
只
]
-
―
-
」
で
す
。

＂
三
歳
、
五
歳
、
七
歳
に
な
っ
た
子

な
お
い
し
い
食
ぺ
も
の
を
作
っ
た
ず
、
網
の
中
央
が
中
央
線
か
ら
右
大
成
功
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た

ど
も
の
お
祝
い
で
、
生
後
、
発
育

目
り
し
て
、
当
日
は
朝
は
や
く
か
ら
左
に
少
し
動
く
だ
け
で
し
た
が
、
な
お
、
部
落
対
抗
の
成
絞
は
次
，
．
、

7

，
.
.
.
.
,
ー
;
\
,
9
9
9
・
ヽ
t

,
<
v
.

老
い
も
若
き
も
会
垢
に
つ
め
か
け
力
つ
き
た
の
か
、
新
里
が
大
接
戦
の
と
お
り
で
す
。
＿

l

曲
底
器
木
辻
8
泊
車
デ
宰
木
が
心
配
さ
れ
た
お
子
さ
ん
も
、
よ

度
幼
児
か
ら
お
老
よ
り
ま
で
参
加
し

た
家
族
ぐ
る
み
の
楽
し
い
運
動
会
全
国
最
優
秀
に
も
選
ば
れ
た

v

こ
れ
ま
で
丈
夫
に
育
っ
て
く
れ

2

と
な
り
、
に
ぎ
や
か
な
応
援
の
も
『
｝
移
譲
協
議
会
発
足
た
と
思
う
親
の
気
持
も
手
伝
っ
て

島
と
、
リ
レ
ー
、
百
足
競
走
、
桐
引
東
小
学
校
、
各
ボ
ス
タ
ー
i
ヽ
，

L

i
塁
業
共
済
組
合
を
市
町
村
に
移
兵
琵
げ
韮
ぃ
何
か
と
気
が

き
、
臣
害
物
競
走
な
ど
、
も
り
た

C

一
｀
｀
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
村

大
く
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
た
が
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
雫
↓
シ
一
と
も
い
ま
真
剣
に
検
討
さ
れ
て
、
氏
神
様
に
、
こ
れ
ま
で
の
わ
が

｀
勝
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。
一
ー
ピ
ま
す
。
し
子
の
成
長
を
感
謝
報
告
し
、
今
後

菊
第
十
八
回
国
際
理
解
、
国
際
協
校
が
一
、
二
、
三
等
、
そ
れ
に
佳
と
も
す
こ
や
か
な
成
長
を
見
守
っ

応
援
す
る
家
族
の
方
に
も
熟
が
こ
の
問
題
は
、
最
近
殷
業
を
め

入
り
、
自
分
の
家
族
の
も
の
が
走
力
の
た
め
の
ボ
ス
ク
ー
コ
ン
ク
ー
作
と
入
宜
し
、
好
成
校
を
お
さ
め
て
く
だ
さ
い
と
お
参
り
に
行
き
ま

ぐ
る
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
、

、
＇
公
共
的
な
性
格
を
も
っ
た
共
済
事

っ
た
と
き
な
ど
、
身
を
乗
り
だ
し
ル
に
応
功
し
た
。
束
小
学
校
二
年
一
等
に
高
頼
宮
―
―
―
子
さ
ん
（
三
年
ー
．
＊
．
す
。

た
り
、
手
を
振
っ
た
り
の
に
ぎ
や
生
の
小
背
美
奈
さ
ん
は
、
全
国
小
）
、
二
等
に
麻
瀬
り
え
子
さ
ん
（
―
↓
↓
ぐ
．
―
-
昔
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
ゆ
か

業
を
市
町
村
が
行
な
う
こ
と
に
よ

か
な
応
援
に
、
桔
い
っ
ば
い
走
り
学
校
の
部
で
、
み
ご
と
最
俊
秀
作
五
年
）
三
等
に
岡
田
昭
君
（
三
年

1
1
`
`
1
-
[
'
’
r

し
い
し
き
た
り
が
今
も
な
お
伝
え

＇
ー

l
-
l

っ
て
、
品
政
の
＿
元
化
と
経
我
の

ま
た
｀
困
児
の
か
わ
い
い
遊
戯
、
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
）
そ
れ
に
小
松
原
和
子
さ
ん
（
一
＿
節
減
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
最
優
秀
作
品
は
、
日
本
国
年
）
が
入
貸
し
ま
し
た
。
左
上
か
ら
右
ヘ
・
川
田
校
長
先
生
、
川
辺
先
生
、
岡
田
昭
君
、
小

明
和
音
頭
な
ど
の
民
謡
踊
り
、
胃
す
で
に
県
下
全
体
で
は
約
七
割
が
狩
猟
の
解
禁

連
協
会
で
ポ
ス
ク
ー
を
作
成
し
、
ー
◇
ー
~
◇
ー
松
原
和
子
さ
ん
、
新
井
政
美
さ
ん
、
小
管
美
奈
さ
ん
、
和
田
尚
子

年
団
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
通
勁
支
度
移
管
さ
れ
て
お
り
、
邑
楽
郡
内
で

全
国
に
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
て
今
年
の
秋
の
交
通
安
全
運
動
ボ
さ
ん
｀
高
瀬
宮
三
子
さ
ん
、
森
瀬
り
え
子
さ
ん
十
一
月
＿
日
か
ら
翌
年
の
二
月

競
走
、
愛
娑
競
走
な
ど
観
庇
者
の
も
急
速
に
こ
の
問
題
が
進
ん
で
き

い
ま
す
。
ス
ク
ー

n

ン
ク
ー
ル
に
は
、
東
小
ー

1
l
|
|
|
|
'

目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
そ
れ
に
ま
し
た
。
明
和
村
で
も
十
月
七
日
十
五
日
ま
で
、
狩
猟
が
解
禁
に
な

昼
食
時
間
に
は
、
胄
年
団
の
特
別
ー
◇
ー
◇
ー
学
校
の
新
井
政
美
さ
ん
（
二
年
）
が
ル
で
入
寅
し
て
い
る
の
は
、
川
辺
旧
軍
人
で
｀
下
士
官
以
上
と
し
役
揚
会
議
室
で
議
会
、
昆
栗
委
員
り
ま
す
。

出
浪
で
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
明
る
＜
正
し
い
選
挙
啓
発
運
動
群
馬
梨
で
金
甘
、
そ
れ
に
和
田
尚
先
生
（
図
工
科
）
の
絵
画
に
対
し
て
の
在
聴
年
（
実
在
扱
年
と
加
会
、
此
協
、
共
済
組
合
な
ど
関
係
狩
猟
で
き
る
の
は
こ
の
期
問
中

り
ま
し
た
が
、
観
覧
者
か
ら
も
参
の
一
環
と
し
て
「
明
る
＜
正
し
ぃ
子
さ
ん
（
二
年
）
が
佳
作
に
入
宜
。
て
の
熱
心
な
指
滋
が
ど
ヘ
ル
を
上
算
年
を
合
せ
た
も
の
）
が
一
年
老
十
九
人
が
楳
ま
っ
て
、
こ
の
問
だ
け
と
い
う
こ
と
以
外
に
、
狩
猟

加
者
が
あ
っ
て
、
大
変
楽
し
い
ひ
選
挙
啓
発
宜
伝
ボ
ス
ク
ー

n

ソ
ク
金
宜
の
新
井
政
芙
さ
ん
の
ボ
ス
ク
げ
た
の
と
各
先
生
が
一
致
協
力
し
以
上
の
者
又
は
そ
の
述
族
に
給
題
を
討
議
し
ま
し
た
。
す
る
鳥
や
獣
の
種
類
に
よ
っ
て
、

と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
た
。
ー
ル
」
を
行
な
い
、
村
内
の
小
、
ー
は
、
県
で
ボ
ス
ク
ー
を
作
成
し
て
指
荘
し
た
の
が
入
煎
し
て
い
る
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
「
農
業
共
済
事
業
移
さ
ら
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
の
こ
と
な
が
中
学
校
へ
狂
梨
し
た
と
こ
ろ
八
十
県
内
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
と
も
い
え
ま
す
」
と
語
っ
て
た
だ
し
、
年
金
恩
給
又
は
共
済
談
協
議
会
」
を
設
立
し
て
、
早
急
こ
の
季
節
に
な
る
と
新
聞
の
社

ら
綱
引
き
は
運
動
六
点
の
入
遥
作
品
が
で
ま
し
た
。
な
お
、
群
馬
県
小
、
中
学
校
絵
お
り
、
ま
た
担
任
川
辺
先
生
は
「
年
金
を
受
け
て
い
る
者
は
除
か
に
こ
の
問
題
を
促
進
す
る
こ
と
に
会
面
に
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
く

会
の
呼
び
物
で
あ
九
月
七
日
役
垢
で
選
学
管
理
委
画

n

ン
ク
ー
ル
に
も
学
校
宜
を
受
特
別
な
指
荘
は
し
て
い
な
い
。
作
れ
ま
す
。
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
協
ら
い
「
猟
銃
が
媒
発
し
て
…
．
」

り
、
各
部
落
の
力
員
会
と
各
校
の
担
当
先
生
が
審
在
宜
、
そ
れ
に
知
事
宜
に
島
田
悦
子
画
に
か
か
る
ボ
ス
ク
ー
の
慈
茶
を
な
お
、
旧
軍
品
に
つ
い
て
も
議
会
の
会
長
に
は
、
小
松
原
村
長
「
誤
っ
て
引
き
金
を
引
い
て
：
·

’
の
結
果
十
一
点
が
原
出
品
作
品
に
さ
ん
（
一
年
）
他
二
十
名
が
入
宜
知
っ
て
も
ら
い
実
際
に
体
験
さ
せ
同
様
の
措
佐
が
講
ぜ
ら
れ
ま
す
副
会
長
に
は
、
新
井
議
会
議
長
と
」
と
い
っ
た
い
た
ま
し
い
記
事
を

上
・
老
い
て
は
子
選
ば
れ
、
児
段
階
に
お
け
る
審
査
し
ま
し
た
。
ま
す
。
そ
れ
か
ら
で
な
い
と
良
い
三
特
例
傷
病
恩
給
共
済
組
合
の
野
本
組
合
長
が
そ
れ
見
か
け
ま
す
。

に
し
た
が
え
対
象
と
な
っ
た
作
品
数
五
百
六
十
校
長
先
生
（
川
田
哲
）
は
「
こ
ポ
ス
タ
ー
は
書
け
な
い
」
な
ど
と
旧
軍
人
又
は
旧
准
軍
人
が
、
ぞ
れ
選
任
さ
れ
、
い
よ
い
よ
こ
の
狩
猟
を
楽
し
む
こ
と
は
け
つ
こ

左
・
綱
引
き
で
但
四
点
の
中
か
ら
小
｀
中
、
高
等
学
の
よ
う
に
各
ボ
ス
ク
ー
コ
ソ
ク
ー
語
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後
問
題
を
大
き
く
推
進
す
る
こ
と
に
ぅ
だ
が
、
そ
の
楽
し
い
は
ず
の
狩

な
り
ま
し
た
。
猟
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
故

勝
し
た
新
里
チ
ー
校
別
に
作
品
を
喘
査
し
た
結
果
、
本
邦
朝
鮮
・
台
稔
お
よ
び
滴
洲

ム
小
学
校
の
部
で
、
明
和
村
東
小
学
旧
軍
人
軍
属
の
普
通
恩
給
等
の
地
域
で
、
在
職
期
問
内
に
1
1
起
こ
し
て
も
ら
い
た
く
な
い
も

一
時
恩
給
等
が
改
正
さ
れ
た
国
言
国
j
`

□
文
化
の
日
」

自
｀
｀
冒
ぃ
員
日
□
噂
汀
賢
り
？
璧
ぃ
仕
丘
に
認
戸

前
に
思
給
を
受
け
て
い
た
者
と
実
一
普
通
恩
給
・
普
通
扶
助
料
◎
戦
犯
拘
禁
期
間
の
通
互
制
人
権
を
う
た
い
あ
げ
た
日
本
国
需

在
戯
年
だ
け
で
、
所
要
年
数
に
達
在
職
年
が
下
士
官
と
兵
は
十
限
の
撤
廃
法
が
公
布
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て

し
て
い
た
者
に
対
す
る
普
通
恩
給
二
年
以
上
、
准
士
官
以
上
は
十
◎
外
国
政
府
職
只
等
の
抑
留
平
和
へ
の
慈
思
を
基
盤
と
す
る
文

が
復
活
し
、
一
時
恩
給
・
一
時
扶
―
―
一
年
以
上
あ
る
も
の
又
は
そ
の
又
は
留
用
期
間
の
通
算
季
節
の
話
題
化
を
発
展
、
拡
大
さ
せ
よ
う
と
い

助
料
は
、
引
税
く
実
在
職
年
が
七
逍
族
に
給
さ
れ
る
恩
給
で
、
い
◎
外
国
政
府
職
員
等
の
在
職
う
の
が
、
こ
の
日
の
趣
旨
で
す
。

年
以
上
で
、
普
通
恩
給
年
数
に
達
ま
ま
で
、
認
め
ら
れ
て
い
な
か
期
問
の
通
互
制
限
の
級
和
日
中
の
日
ざ
し
は
弱
ま
り
、
日
国
で
は
文
化
勲
浮
や
文
化
功
労

し
な
い
者
に
給
す
る
と
い
う
新
し
っ
た
戦
地
外
戦
務
加
箕
年
、
辺
等
そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
の
社
れ
る
の
が
早
く
な
り
、
庭
の
宜
な
ど
の
伝
逹
が
行
な
わ
れ
、
群

い
か
た
ち
で
復
活
し
ま
し
た
。
柄
ま
た
は
不
健
康
地
勤
務
加
算
以
上
の
改
正
措
既
は
、
い
ず
れ
落
娯
も
日
ご
と
に
数
を
増
し
て
‘
馬
県
で
も
県
政
功
労
者
の
表
彰
な

そ
の
後
、
昭
和
三
十
六
年
の
法
年
そ
の
他
の
戯
務
加
江
年
が
恩
も
昭
和
四
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
竹
ぼ
う
き
を
持
つ
手
に
も
凪
の
冷
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
明
和

改
正
で
戦
地
加
在
等
が
認
め
ら
れ
給
の
基
礎
在
職
年
に
立
入
さ
れ
実
施
で
す
。
た
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
村
で
も
、
こ
の
日
に
明
中
体
育
館

実
在
牒
年
と
加
箕
年
を
合
せ
て
所
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
ま
だ
、
四
囲
の
自
然
は
秋
の
気
で
総
合
文
化
祭
を
行
な
い
、
文
芸

要
年
数
に
逹
す
れ
ば
ょ
い
こ
と
に
ニ
一
時
恩
給
・
一
時
扶
助
料
諸
求
手
続
等
く
わ
し
い
こ
と
を
、
配
が
設
い
の
に
、
立
冬
（
八
日
）
密
逍
、
華
迫
、
刀
剣
、
写
真
を
展

な
り
ま
し
た
。
引
続
く
実
在
職
年
が
一
＿
一
年
以
役
場
住
民
課
又
は
次
へ
お
た
ず
ね
が
過
ぎ
る
と
、
も
う
寒
さ
は
駆
け
示
し
、
茶
会
や
舞
踊
な
ど
が
盛
大

以
後
、
数
回
に
わ
た
っ
て
改
正
上
七
年
未
満
の
下
士
官
以
上
の
く
だ
さ
い
°
足
で
や
っ
て
き
ま
す
。
立
冬
か
ら
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
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防
火
は
一
人
一
人
の
注
意
か
ら

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

1
1月

2
6日
か
ら
1
2月
2

日
ま
で

昭和 46 年 11 月 10 日 広ーぶめいわ 町21 号
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広博るつ人公社公社育具園あ幼中幼かスこの林殊つを現た 百「 こ―

笹息゜［ 9：邑 9 辰藝要塁［；墨証誓令委：宴翠苓：晨；ぢ室阻i Lこ｀ ーA • ` ]̀ 
博設のブ建の動の充備設い設固のし広は校‘がて‘基し はま
物匠 育等設よ 振実改する匠を振 ‘域かへ中‘‘中本 さ悦 け事 て°てま慄行とのと火識ひりを‘で
館 成各しり 興を菩るがしは興 通的る委度今そ学 ・さ談親項全いL.い燃語なを絶人災のと‘迎火展
を 強種‘ど 期をと‘‘じ＾ 学に°託は後の校的 (5) 火かの子 国まがるえとわ目滅命の向り国え災開
設 化団行こ すはと東そめ図のス 通広 1文教 1：：施 事る実の 一すあ火よしれ的を姐発上の民る多さ
四 に体年ろ °かも‘の‘表安ク学域軽育各策 の恐施防斉°けがうて‘と期 91l 生を防ひに発れ
し つの団と りに西教束＝全 1 さ的度に一 惨ろ 火実らあと→統しす市防図火とあ期ま

と拐‘な ‘‘幼百‘ごをルせにはあ学 状し 会施れるしい一てこ故止り意りたをす

：完疇 ］雇冨戸ぎ匿夏言［塁 慧匿豆屋塁詈 ；；詈且誓施言き璽：塁［履
ま本と設ク広は る文‘ 精商で其け い火本練る入店い寝

こ贄さ厄と胃な ゜店景 ら玉:!!予斐届魯旦畠嬰；扇方存
特◎の てかのき候坂査てお豊菊ーて ム＞た内四 し，、発の備難要杯出取除整用
厚とないけ菊は不上が十いとか花点作秋 ＝痛で件本 しみ行就等経tこの時り去理後

選物おおまて花良順新行月まずなが出ら ま初発村火上まな事寝⑦路応水の扱③整の
三り‘す百はくのーな三しれかと品れを しめ生の災半すさを場老のじの火い火と点

恩本で花L.て‘なたさわ十たるおこさた いてし本と期°ま行所人設たくのと災ん検

田立t胃届なかビ濡冒゜晶；竺召飾 貸見‘]焼で 塁芽畠五冥嬰盗翌魯届存覧
万 のついさ‘般→審に客放ま赤盆 も者の半死四 協予定人避器き検④物近気
吉 入てかんこに今査花をつし‘栽る 合ー中期者件 力定な‘難のの⑤就品の使

賞い良がこ；；；年委種 楽てと黄が ま人にのーの をでどこ器設励バ寝の可用
梅 者まく手の花は且別し会飾｀百 れをは火 おす等ど具囮行ケ前安燃楊

はしで塩会の•‘長の ま楊ら白七 ‘tこ‘災人 ね°のもの⑥とツ‘全物所
原 次たきに場で天の審せtこれの十 火し村は が啓等準避必ー外なのの

が消状月ク 1 で年 第一〇丑◎穀◎最◎最◎最◎ 最 メtこしをい まのた不せ災

想だ登手！らら患ご塁 寸ーニ勺＂塁吋盆塁鷹塁塁＇＇塁塁＇’"’'塁 . l ょ庄屈｀｀ばら謬
ら‘六七卜三庁ら月庁 —庁南対 崖栽五五 三 、 I め用すを器災び取‘出らろ
れ内九日打階舎れに舎 ー一舎大抗照栗 恩 細本川本関平本奈川山照 . . iこん法こじ具予 なり乾火れし
て装・現ち建はて完の 月建島内原田田立上立口井立良上田内 呵 どがとらや防ど扱燥原まさ

讀｀｀き悶急完設二嬰栄万周倉iiitこ降倉喜．嬰~ . 寧喝よ；なも：出ね胃製名
すな 1 工もす筋すとエピ成エ位郎一古市次雄つ二次一郎

三己靡“`:]]:tバ... 正!]]喜：
屑叫直閏叫口言虞宣言［言冑ち
印］脚い9冒罪り訓閻罰叫叫印；t : p；屠｛ ：喜且9-i'[[[ i且］出とi出;fi.
束つ m 廃子ツ老秋し秋述秋り秋 ど地よ密主ら 有第 おくうた力年な 2 
の 不 れ 守や境 時 時 休 時 し文で家り厳 1憧午十 = 一ー梨線四今 たわおめ年度おのたけ昭戸本す者亡告本は
問 意 寺 す秋に 雨 雨 の 市 < 悩屋行守の後一調 ，，干，，干干合放期月今ヽずし願‘をを‘でこで和籍おると当す゜‘
が 1この る時入 冷 テ旅軒れ み‘tょツ関三月停 日 九六納送‘の ねいいおも初こきと金十抄よこの時る勲申
惜不法老雨り た レ路に旅芸の夫わが停時二相 日日税及個納月くこい早っ年のるを翔五本びと親に場立告
k g．且 唇 塁 よ ら• よ ? ? 召媛九盆芸喜；談 矢須斗東中 1！菜今各の摩点を唸；阿醤霜芝塁言゜悶こ悶各念届麿
日 而 < 軒 昧 も 前 られ車欄利親交士会館日会 品賀合部央道業‘紅りい役ま中了しは°かを月 者彦係る‘者お

村暮吉れ北秋安に林＾原身田 1こ林す田る商窓 用子通と＾林午 公公田児公 使税固 ゜拐す告予お昭 1こ叙二 のるを同死のけIIl や田る島時見秋 さ口にロコ 秋ロタ瀬濡 くの事裁無悶前 民民薬蛮民 用第定秒t 住°な定お和 す賜十 申戸明人亡遺る
秋顔雨あ時ん しク時雀依ら だ問故判料停十 館館王館館料一汗 民さでむ四るせ九告麻らと者族巨
ぷ時正を若つ甫倫ま春み菩ツ秀雨春根し さ題‘所・協時 寺 で面産 諜るあね十こら日時のか中のが籍
柳雨袈打水子常い箔る雄出峯栄子け いな土に秘会か し す｀税 へ よる二六 とれ付の謄に告＿ー死一巾ーー／少

（図表 2)林間 •II海学校籍設の整懺目糠

：：~：云I:,:::Ii;::921Aし「•;t:I
（図表 3) 幼稚園聾債目欄
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よ
し
な
し
ご
と

若
い
人
の
中
に
は
太
り
す
ぎ
を

恐
れ
て
極
端
に
節
食
す
る
悪
習
が

流
行
し
い
る
と
の
こ
と
だ
。

「
天
子
細
脳
を
好
ん
で
天
下
餓
死

者
多
し
。
」
と
中
国
の
詩
人
は
う
た

っ
て
い
る
が
、
将
来
子
ど
も
を
生

む
母
親
と
し
て
、
甚
だ
憂
慮
に
た

え
な
い
。
大
脳
生
理
学
者
の
説
に

よ
れ
ば
、
人
間
の
脳
細
胞
は
お
よ

そ
ー
四
0
億
で
赤
ん
坊
の
細
胞
と

大
人
の
細
胞
と
は
同
じ
で
成
長
と

共
に
脳
の
慟
が
発
達
し
、
大
脳
皮

質
の
形
成
は
一
0
オ
ご
ろ
ま
で
に

完
成
さ
れ
る
と
い
う
。
妊
婦
の
栄

渡
、
乳
幼
児
、
学
童
の
栄
養
の
必

要
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。

第 1 2 3 号 村の人口

昭和46年12月 10 日 -12月 1 日現在ー一

発 行
世帯数 1861戸

所 人口総数 8750人

明和村役場 男 4341人

編集総務課 女 4409人

庶務管理係 (11月中のうごき）

印刷所小林印刷所
出生 6人 死亡 5人

転入 25人 転出27人

47 年度に全線開通

“ 

季
節
の
話
題g
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村の人口
--12月 20日現在—

・世帯数 1866戸

人口総数 8764人

男 4343人

女 4421人

(12月中のうごき）

出生 8人 死亡 2人
転入 29人 転出 21人

第 1 2 4 号

昭和47年 1 月 1 日

発行所

明和村役場

編渠総務謀

庶務管理係

印刷所小林印刷所
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よ
し
な
し
ご
と

新
し
い
年
が
め
ぐ
っ
て
来
た
。

身
も
心
も
し
き
し
ま
る
思
い
の
年

の
始
め
で
あ
る
。
め
で
た
い
朝
で

あ
る
。
人
そ
れ
ぞ
れ
深
い
感
慨
と

新
し
い
思
い
に
胸
が
は
．
つ
む
。

喜
び
の
人
。
嘆
き
の
人
。
呆
然
の

人
。
落
た
ん
の
人
。
病
床
の
人
。

と
も
か
く
過
去
は
過
去
と
し
て
斉

し
く
新
年
の
朝
の
光
を
あ
び
て
い

る
。
過
去
は
追
う
ま
い
。
現
在
の

不
満
に
く
よ
く
よ
す
ま
い
。
た
だ

「
お
め
で
と
う
。
」
の
言
葉
を
お

互
に
か
け
合
い
。
肩
と
手
を
と
り

合
っ
て
新
た
な
勇
気
と
希
望
を
も

っ
て
新
年
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
し

た
い
。

- - ---- - -- - - - - -
村福し

疇岱Sこ塁言i]た 願よ施の沢改‘ ょちため明つはり般た

：ぎが印］ 年閾“``芸食tぽ復塁塁〗 明 頭窪を認t喜゜盆は
し、第のま開充設統 り：ta 居取明生の辰に

門；，c塁危畠皇羞 昇 の晶し‘；ど件：．魯素と
念 りた活強り実路 っ・・ 進ばすん建い途 し‘
願 まい珠力‘等の 長 <... し‘°で設の上 て村

：を：i ［息9手 : : i塁星き l 巴； ：詈ll~i笠后 Ii : [ [ ; ［筐蓋］を：] 一~ 巴 :] ］］／：：：：ー］］｀店―I 塁忍・誠 つ岩：畠t合了腐匁晶孟］ツt：鱈：口昂日麟序農五着：嘉信： ［麿
昇 伶関昇塁塁靡贔工け刈孟日い汀［胃

全完三五十三に千百舗そわて月的逍装昨 匝に追 ♦ 棗旦9.g追◆i；旱農言盲貪：主互マ 追決吏 虐〗；儡合の
線成月百二地千百四装のれ村三 9このは年 毀よ加有に三追頷加正国る九五四四六百な円予 力U舗す 1こ六メ区三七十工結ま辺日実う順度 舗 でる額線よ十加は額予民不万十十十万万追と勾 復I ヱ ぁる 1 よ動出

＂［認恥追iし胃夏：汀喜竺喜皇］喜9塁薗喜］＇叶誼］曇｀万鸞： 倉g：チ，［ー］だおま交がに 月河メ千側成万百き所 —- 0 目は 1こぴ ●の伴七額と ◆で西に業てをり済四の ◆な支定 ◆十
さこt通‘村こ予本 1 津‘は円十あ前まー 辻i o 襟十よ明明 給し、四八づ昨 すのよ共‘めま事十申明 り予に追四
いさ の舗辺の定エト井南三でメたかた 円額二る和和 蘭岳 止明与‘％千き年の職°節つ済公ぐし業七し和染ま箕よ加水万
°なく便装のよに業ル地北月荒 l るら‘ メ のを月‘村村 末 の和がこツ五国八一員 減て事共るたを年出村業し総る額道円
いれか迅舗うなには内に予井卜と邑中 尊上一歳社共 件村引れ引百家月部の を‘莱的俯°村四が位共た額不三事に
ょぐま路装にっ落‘ツ通定建ルこ楽谷 l いま日末会同 fこ 児きにき七公人改給 図昆をな勢こが月あ業済°は足十菜な
うれすのが‘て札三廷る°設はろ用の 卜 募わかた福券 産上準上十務事正与 ろ政村性のれ行一つ共事千分万会り
にもま誕進今いし百長村東に‘ま水品 金るらす祉金 す― 手げじげ八員院のに うのが格変はな日た済業 七で円計ま
注交す生め後ま‘八五道小落六で管協 ル かー展け協分 当らてら円のの件関 と一行を化‘うかの事の十‘は補し
茫．通よにらもす完十百学札百の狸第 あ〇開あ諏会大け 条れ役れ＾給勧すす元なもに最こらで菜実九収‘正た
し事くよれ計°成万九丘校し四廷追二 り九さい会‘ き あ 例ま垢た一与告 る る化うつ対近と塁‘の施万益給予゜
て故なつま画は円十1!心の‘十長に 4卜 ま‘れ連主お のし職のーが 1こ条もとこた応位に栗昭移の円的与狂

: ：を：：す＇；］］罰千荻ま：詞疇：： : ［廃~lill]」己刷汀
：旦曇i ~ in11111111mまhりIi I ii Ii Wm 1 ~ Jt 111111 ; いひな一主ててのれなを康 開六只四・ノ 加 。 の れ等を予てを恒 t..........................ー．．．ょまとい節人←‘教‘った管か名を日ク 円社村もて発購長 あ振いに甚定も推
年るけ題このとわえす古たたうーまり た日い行を掛えこに除わ げはたてでし年例 ししあし鞭と し、る建を経よて備会
玉ほとにど芦くれるがくい°な手し物お お のにま事なけたと深夜れ一て‘画変にてのの まてりこ槌と 甜i こ設図済つ‘等福にうめしもににる金いは贈祝もぬたの年 ししすやがらわでいのま年い一面わぎいなテ h 悶 1 そをも さ とのりのて誠‘祉
ながらてさとここ銭ま→りいのぐ°こ王 いる°計めれたし感鐘すのま九でつやまごレ 、おに井こ をた‘発村実皆の
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各
会
計
と
も
健
全
財
政

昭
和
四
十
五
年
度
決
算

（
図
表
三

（
図
表
五

性
質
別
歳
出
決
算
状
況
）

五
二
四
万
円
二

·
-
0
%

云

0
0

万
円
五
·
七
％
ー

七
二
六
万
円
―
―
·
七
％

八.. 

六
”
円
―
―

1
0
·
"％
＿

収
入
済
額
、
二
郎
七
千
四
百
六
円
で
、
予
り
現
額
に
対
し
て
九
五
間
＇
ハ
．
万
円
じ
翡
·
·

号[
_
竺
戸
言
成
入
二
戸
麟
炉
麟
●
謬
叶
ぃ
員
丑
日
日
一
工
九
0
闘
四
四
％

億
七
千
四
百
六
十
六
万
円
、
歳
出
入
総
領
は
、
前
年
殷
収
人
総
額
に
額
に
比
ぺ
ニ
六
．

0
%
の
仲
ぴ
と

■
七
一
八
四
万
円
二
七

0
%

二
低
六
千
四
百
一
万
円
と
な
り
、
比
ペ
一
九
•
五
％
の
仲
び
と
な
り
な
り
ま
し
た
。
主
な
事
究
ぱ
図
表
8
7
6
5
4

千
六
十
五
万
円
の
黒
字
決
ね
。
決
ま
し
た
。
財
悦
的
に
み
れ
ば
、
村
二
の
と
お
り
で
、
そ
の
外
の
主
な

勾
状
況
ば
、
図
表
一
の
と
お
り
で
税
等
の
自
主
財
悦
が
少
な
く
地
方
経
牝
は
、
村
迫
改
良
工
事
に
伴
う
五
の
と
お
り
で
す
。

四
十
五
年
度
と
四
十
四
年
度
を
比
交
付
税
等
の
依
存
財
源
が
六
五
・
用
地
買
収
代
金
五
百
四
十
七
万
円

領
し
て
み
ま
し
た
。
一
％
を
し
め
て
、
年
々
依
存
財
況
陀
林
地
区
硝
防
組
合

h
担
金
八
百

歳
入
ぱ
、
地
方
交
付
税
が
全
体
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
二
十
七
万
円
、
邑
楽
館
林
医
板
事

の
五
一
＿
·
-
＝
％
（
図
表
二
）
歳
出
は
、
二
低
六
千
四
百
一
万
務
組
合
補
助
愈
一
r
e
l
七
十
四
万
円

を
し
め
て
一
番
円
―
―
―
な
ど
で
す
。

多
く
、
次
に
村
千
-
2
9
4
0
1
1
-
1
4
-
D
D
z
D
な
お
｀
性
烈
別
政
出
決
勾
状
況

D

5

6

6

9

1

4

 

ん
の
頗
と
な
っ

1
0
3
2

t

-
5
-
2
0

は
図
き
一
の
と
お
り
で
す
。

2

2

 

て
い
ま
す
。
年

4
-

々
地
方
交
付
税
業
―

_
9
9
9
,
'

ー
一
．
特
別
会
計

事
業
事
市
島
南
免
．
事
矢
外
＿
事
事

汀
げ
[
[
斎
戸
ェ
沢
髯
―
エ
呻

5
畠
国
民
健
康
保
険
会
計

り
、
四
十
五
年
の
じ
備
i
設
輪
大
線
ー
設
井
俣
国
に
他
康
保
険
会
計
の
決

n
は

度
＿
湘
一
大
、
長
―
i
l
川
図
表
四
の
と
お
り
で
七
百
四
十
―
―
―

艇
も
四
十
四
年
年
ー
改
整
辺
新
、
線
尻
）
新
千
、
一
栖
一

邸
に
比
べ
て
四
4
5
福
ね
線
原
・
件
勺
水
フ
万
円
の
黒
字
決
打
。
叙
入
で
は
昨

九
・
ニ
％
仲
ぴ
和
水

1路
匡
荘
ぷ
品
梅
黒

8

装
内
叫
一
貯
校
年
よ
り
一
i
―
-
•
四
％
の
仲
び
、
歳

と
な
り
、
村
税
昭
一
見
逍
塵
舗
沢
趾
勁
舗
g
止
．
用
＿
げ
出
で
は
一
五
．

0
％
の
仲
ぴ
と
な

の
ニ
・
ニ
倍
に
凰
免
原
迫
閃
ヽ
呈
｝
坦
ム
ロ
大
）
―

l
’
り
ま
し
た
。
な
お
、
一
世
帯
当
り

あ
た
っ
て
い
ま
―
i
一
須
、
島
新
斗
、
件
―
j
西
及
び
一
人
当
り
の
保
険
税
並
び
に

梅
煤
梅
村
（
祝
大
迅
一
村
（
品
3
防
東
村
が
支
払
う
医
板
給
付
牧
は
図
表

す
。
＇
一
卜
'
.
-
.
-
_
r
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号
日
場
課
係
所理刷

1
0
所
役
務
管
印

5

月
務
林

2
5
行
村
総
庶
小

4
7
集
所

ー
呻
発
和
編
暉-. 

第
明
ヽ

ゎヽ
―
―

、—-— め⑤
暉
＿

———-_-=-——— 
よ
し
な
し
ご
と

「
幼
子
の
よ
う
な
心
に
な
ら
な
け

れ
ば
天
国
に
は
入
れ
な
い
。
」
と

キ
リ
ス
ト
は
言
っ
た
。
幼
子
こ
そ

最
も
人
間
性
の
純
粋
を
保
持
す
る

幼
子
の
心
こ
そ
神
に
近
い
も
の
で

あ
り
仏
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

岡
潔
博
士
に
よ
れ
ば
、
幼
子
は
一

六
ヶ
月
で
一
が
わ
か
り
二
三
ヶ
月

で
一
一
が
わ
か
る
と
か
。
二
が
わ
か

る
こ
と
は
自
分
と
他
人
の
区
別
が

わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
幼
子

鯰
侶
心
訟
熊
翡
甕

ご
と
く
汝
の
隣
人
を
愛
す
る
心
こ

そ
人
間
性
の
本
質
で
あ
り
神
の
心

で
あ
る
。
『
人
闇
性
の
回
復
が
強

＜
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
誰
も
今

一
度
幼
心
に
か
え
る
心
要
は
な
い

か
。
』

村の人口

-2月 1 日現在—

世帯数 1875戸
人口総数 8783人

男 4353人

女 4430人

(!月中の動き）

出生 14人 死亡 4 人
転入 34人 転出 18人

行
政
機
能
を
十
分
発
揮

役
場
第
一
一
庁
舎
落
成

住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と

役場新庁合各喘素内図

ら
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
ま
で
、

実
に
十
一
一
一
年
九
カ
月
そ
の
間
、
昭

和
四
士
一
年
八
月
か
ら
は
委
旦
長

と
し
て
活
紺
し
て
い
ま
し
た
。
凶

部
さ
ん
は
人
も
知
る
几
阪
面
な
方

で
、
会
議
な
ど
は
定
刻
一
時
間
前

に
は
必
ず
参
会
す
る
と
い
う
方
で

厳
格
な
選
学
執
行
管
理
を
行
な
い

県
下
で
も
股
良
村
と
し
て
の
実
紐

を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

去
る
十
二
月
二
十
五
日
に
は
｀

県
選
管
述
合
会
邑
楽
郡
支
会
長
と

当
村
の
選
管
委
凸
ら
自
宅
に
訪
問

感
謝
状
や
記
念
品
を
昭
り
功
組
を

た
た
え
ま
し
た
。

な
お
●
後
任
の
委
口
長
に
は
安

見
型
法
さ
ん
が
就
任
。
欠
目
と
な

っ
た
委
口
に
は
渡
辺
良
吉
さ
ん
が

補
允
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
所
得

標
準
決
定

び
議
会
議
長
の
祝
辞
が
の
ぺ
ら
れ

ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
し
て
工
事
完
成

を
祝
福
し
ま
し
た
。

こ
の
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ー
―
―
階
建
、
延
ぺ
五
五
九
l
l
f
(

一
六
九
坪
）
の
近
代
建
築
で
、
大

高
建
築
設
計
事
務
所
が
設
計
し
、

施
工
は
、
河
本
工
業
株
式
会
社
が

工
囲
二
、
九
四
一
万
円
で
諸
負
い

こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
も
の
で
す
。

庁
舎
の
平
面
図
は
、
役
届
新
庁
舎

昨
年
七
月
中
旬
か
ら
滸
工
し
た
前
、
現
村
議
会
議
目
ら
四
十
人
が
合
建
設
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、

各
陪
案
内
図
の
と
お
り
で
す
。

一
二
階
建
の
役
垢
第
一
一
庁
舎
新
築
工
出
席
し
て
簡
素
の
う
ち
に
も
厳
し
こ
費
同
を
褐
て
以
来
、
県
関
係
ご

事
は
こ
の
ほ
と
見
事
に
完
成
し
、
ゆ
く
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
局
の
格
別
の
ご
指
導
の
も
と
、

二
月
二
日
に
新
装
な
っ
た
三
階
の
式
は
、
収
入
役
の
開
式
の
こ
と
六
カ
月
の
エ
期
を
終
え
て
、
本
日
事
務
開
始
は
三
日
か
ら

第
一
一
会
議
室
で
、
落
成
式
が
館
林
ば
に
始
ま
り
、
次
に
村
長
（
代
行
無
事
新
築
落
成
の
運
ぴ
と
な
っ
た
落
成
式
の
あ
と
、
現
在
の
庁
舎

士
木
事
務
所
長
、
工
事
関
係
者
、
助
役
）
よ
り
「
現
在
の
役
楊
庁
舎
も
の
で
誠
に
喜
び
に
堪
え
な
い
。
か
ら
建
設
課
、
経
済
課
、
教
育
委

.
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で
は
日
増
し
に
、
事
業
只
が
増
大
こ
の
庁
舎
の
完
成
に
よ
っ
て
住
民
員
会
が
移
転
を
お
こ
な
い
、
事
務

完
成
し
た
第
二
庁
舎
し
て
堺
務
室
も
狭
あ
い
と
な
り
、
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
行
政
の
機
能
を
を
二
月
一
＝
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た

会
議
室
に
も
十
分
に
発
揮
し
℃
ご
期
待
に
応
え
第
二
庁
舎
へ
寄
付

六
二
坪
）
平
方
メ
ー
ト
ル

こ
と
欠
く
有
た
い
。
」
と
式
辞
を
の
ぺ
、
つ
づ
群
馬
銀
行
館
林
支
店
と
南
大
品
公
告
縦
究
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
品
、
製
造
、
販
売

様
と
な
り
、
い
て
は
建
設
課
長
よ
り
エ
当
経
過
の
町
田
忠
治
さ
ん
（
魚
忠
）
が
坦
み
な
さ
ん
の
土
地
が
ど
う
な
っ
て
投
下
固
定
資
産
見
込
額

住
民
の
皆
さ
報
告
、
工
事
関
係
者
へ
の
感
謝
状
池
時
計
を
寄
付
さ
れ
、
村
で
は
心
い
る
の
か
、
は
た
し
て
牒
用
地
区
一
六

0
、
六
―-
0千
円
社
貝
数
四
十
三
名
‘
臨
時
―
-
+

ま
に
も
非
常
贈
呈
、
館
林
土
木
事
務
所
長
お
よ
か
ら
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
域
に
含
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
敷
地
一
三
、
四
〇
九
（
四
、

0

三
名

お
間
迎
い
の
な
い
よ
う
縦
屁
し
て

な
不
利
不
便

t
"
を
お
か
け
し
農
用
地
利
用
計
画
案
ま
と
ま
る
＜
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
煤
鷹
少
年
立
春
式

て
き
た
の
例
年
と
お
り
、
昭
和
四
十
六
年

利
用
計
則
の
案
に
異
議
の
あ
る
方

で
、
仕
民
へ
分
煤
業
所
財
標
埠
が
、
阻
の
連
合

；
．
．
ー
の
サ
ー
ピ
ス
公
告
縦
覧
二
月
五
日
か
ら
は
、
一
二
月
七
日
か
ら
一
二
月
二
十
一
自
賞
・
立
志
・
健
康
の
契
機
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ベ
日
ま
で
の
問
に
、
村
に
巽
議
の
申

＇
を
第
一
の
念
教
育
委
は
会
と
社
会
福
祉
協
議
②
立
志
：
自
己
の
特
性
を
生
か
そ
れ
に
と
も
哀
邑
楽
館
林
地

ー
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こ
れ
に
対
し
て
立
春
者
を
代
表
し

一
事
業
所
担
害
保
険
料
控
除
は
所
得
税
の
し
た
。

一
各
種
納
税
申
告
相
談
は
し
ま
る
―
`
[
い
)
[
[
前
)
南
大
島
[
『
[
[
[
[
[
い
込
い

[
5
[年
昇
心
認
鱈
冠
誌
ぶ
い
彗
て
す
：
人
へ
の
第
一
塁
託
訂
認
詞
評
訊
町

て
、
一
般
職
且
の
給
与
が
引
き
上
踏
み
だ
し
良
識
あ
る
社
会
人
と
張
り
ま
す
」
と
力
強
い
答
辞
が
あ

げ
ら
れ
た
の
に
伴
い
、
こ
れ
に
準
な
る
た
め
自
己
の
行
動
に
買
任
っ
て
盛
会
の
う
ち
に
式
を
終
り
ま

三
月
九
日
（
午
前
）
梅
原
必
要
と
し
ま
す
。

例
年
ど
お
り
、
今
年
も
私
達
国
一
―
―
月
九
日1
十
一
二
日
営
業
者
や
（
午
後
）
新
里
ま
た
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
を
も
つ
。
し
た
。

じ
て
常
勤
特
別
版
及
び
非
常
勤
特

以
上
の
揚
所
は
中
央
公
民
館
れ
た
方
は
、
事
業
税
、
住
民
税
の
別
戟
の
諸
給
与
等
が
引
き
上
げ
ら

民
の
義
務
で
あ
る
各
種
所
得
申
告
庶
菜
者
（
弁
談
土
，
計
理
士
等
）

事
業
税
、
住
民
税
と
も
時
間
は
申
告
は
免
除
さ
れ
ま
す
。
れ
た
も
の
で
す
。

の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
の
所
得
税
確
定
申
告
、
場
所
は
税

午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で
と

申
告
期
間
は
、
二
月
十
六
日
か
務
署

ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
国
事
業
税
申
告
相
談

で
す
が
、
疑
問
等
あ
る
方
は
、
次
一
＿
＿
月
十
日
（
所
得
税
失
格
者
）
し
ま
す
。

T
i
I
里
~
抽
心
へ
芸
g
茄

5キ
U
士
ょ
ス
8

の
日
割
に
よ
り
納
税
相
談
を
行
な
場
所
中
央
公
民
館
申
告
香
は
各
自
記
入
の
上
ご
持

い
ま
す
か
ら
ご
相
談
に
お
い
で
く
回
住
民
税
申
告
相
談
参
く
だ
さ
い
。
吉
木
十
〈
エ
器
木
社
g
オ
ヘ
ム
云
江
』

だ
さ
い
。
一
二
月
二
日
（
午
前
）
斗
合
田
そ
れ
か
ら
記
載
相
談
を
う
け
る

日
所
財
税
確
定
申
告
納
税
柑
談
上
江
黒
（
午
後
）
千
津
井
拗
合
は
、
質
問
に
応
じ
ら
れ
、
か
こ
の
ほ
ど
村
の
エ
垢
誘
致
に
よ
的
な
誘
致
を
決
定
し
ま
し
た
。

二
月
―
―
十
一
日1
-

―
十
二
日
―
二
月
一
二
日
（
午
前
）
江
口
つ
自
内
出
来
る
人
に
願
い
ま
す
。
り
、
東
大
工
業
株
式
会
社
（
本
社
会
社
の
概
要

似
業
所
得
者
（
午
後
）
下
江
黒
田
島
（
住
所
、
氏
名
、
扶
疫
親
族
は
必
東
京
都
足
立
区
）
が
東
北
縦
貫
自
会
社
名
束
大
工
業
株
式
会
社

口
譲
渡
所
得
納
税
相
談
（
土
地
以
上
の
船
所
は
東
部
児
斑
館
動
車
道
路
東
側
（
下
江
焦
地
域
）
設
立
年
月
日
昭
和
―
―
―
十
六
年
九

ら
ず
自
困
願
い
ま
す
。
）

や
家
屋
等
の
浪
渡
）
三
月
六
日
（
午
前
）
大
翰
に
進
出
が
決
定
し
、
村
で
は
去
る
月

二
月
二
十
一
日
1
-
―
十
二
日
（
午
後
）
川
俣
須
賀
生
命
保
険
の
払
込
証
持
参
く
だ
一
月
―
―
-
+
―
日
エ
拗
誘
致
対
策
委
代
表
者
取
締
役
社
長
駒
込
ば
十
一

午
前
九
時
三
十
分
よ
り
午
後
三
一
二
月
七
日
（
午
前
）
矢
島
さ
い
、
な
お
一
口
九
千
円
（
年
間
日
会
（
会
長
新
井
初
太
郎
）
に
は
雄

時
三
十
分
ま
で
、
彬
所
は
中
央
公
入
ケ
谷
（
午
後
）
大
佐
口
）
以
上
支
払
の
お
台
は
証
明
告
を
か
り
会
社
の
事
業
内
容
、
特
に
公
賓
本
金
一

0
、

0
0
0
千
円

民
館
以
上
の
勘
所
は
明
和
炭
協
第
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
害
関
係
等
を
十
分
検
討
し
て
栢
極
会
社
の
目
的
プ
ラ
ス
チ
＇
ク
製

3

咤

階

裏
作

普
通
畑

一
等
七
―
―
-
、
五0
0
円

―
―
等
四
六
、
四
0
0
円

薩
出
四
七
、
八

0
0
円

殺
蚕
四
六
、
七

0
0
円

桑
畑
i

-
0、
九
8

P
J

梨
畑
六
五
、
五

0
0
円

（
赤
ナ
げ
一
本
）

一
、
八
C
ぶ
）
円

薗
部
選
管
委
員
肉
用
豚
（
一
頭
）

長
退
職
繁
殖
豚
七
七
‘
-
i

-
0
0
3
円

乳
牛
五
一
、
八

0
]
円

（
但
し
乳
い
計
打
を
行
な
う
）

後
任
に
安
見
聖
法
さ
ん

健
駄
を
宙
し
、
退
職
を
申
し
出
ハ
ウ
ス(
-
0ァ
ー
ル
当
り
）

て
い
た
選
挙
管
狸
委
且
会
委
邑
長
キ
ュ
ー
リ
三
七
ヒ
、
四
0
0
円

の
閲
部
孝
一
二
さ
ん
は
、
去
る
十
二
（
裏
作
八
五
一
』
0
C
＿
円
）

月
十
一
日
に
聞
か
れ
た
委
口
会
で
イ
チ
ゴ
（
ト
ン
ネ
ル
．
）

退
戦
の
承
認
を
得
る
と
同
時
に
、
一
六

0
、
三
0
0
円

委
員
を
辞
朦
し
ま
し
た
。
ナ
ス
―
―
―
-
i
八
、
八

0
0
円

閲
部
さ
ん
は
、
昭
和
一
二
十
―
―
一
年
ニ
ラ
一
五
六
‘
Q
Q
3
円

四
月
に
選
管
委
口
に
就
任
し
て
か
な
お
、
土
地
改
良
区
四
、
耕
迎

、
、... 
、.... 
‘,; 
..................... 

機
等
の
股
隈
具
の
四
却
費
は
絆
伐

感
謝
状
を
受
け
と
る
凶
部
苓
三
さ
と
し
て
別
に
差
し
引
い
て
殷
翌
所

ん
（
写
し
ん
左
）
財
と
を
計
界
し
ま
す
。
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なと推組やも社政 ‘合理を分業基ま 十ま防いい‘な全‘動れの三例 民はで盆週カカカカカ
ど社辿合館な会の そJ!I!は離の本 六せ火時風火うを火はま全月年 び）証そ発を 1il1月月月月月
広会さに林つ生推 の化 かし増的し 年んに期に災も守災‘す国十ど A ‘の行訥 以以以以以以
域開れよをて活進効‘ るて加 中゜力でよののる発国゜火三お 2 ~そ写す求上上J:上上上

認： : ；寄悶： 匹＇ 。息［益］： 島 交告文＊［：喜驚 〗星芸 月 国鳥喜蕊差五；ーニ三四五
r 北が政し広済 はを 1 な 、ノ の なま火多 目止火述の二 29 火鑑の出き千万万万万万
ぅ祉、のた域屁 か更 ピし、 火けすにく 的と意動二十 日 り：を診故は Pl ICJ円円円円

きらく＾確の率の正合化そか力て かい て油っ影もがすく 月二が数災 五こにるによ槻行 さ持たまり以保強化合な理｀くん性お本 って い断て密火乾る発この月最九状 か 1；千のかこある付さない参
がし十上を化‘理運化人‘姿のり村 て、 るがくの災燥授生のーがも六況 円勘えとる交自れお°の‘に年七は等そ的用‘件受蘭‘は財ゅさ よそるほにし会すよ〇ー多 0 を る 防で合るに交通転な‘ う
今つ計回かをの決と補貨益適保さ‘源くら うのこかな‘のるう＝ーく件み 打のこよ通屯車い交 え
回い画にる行他定効助‘者確にら紐の °に で大と‘るち多原に祥七ーでる 孔E 切見とり事故＾自通 役でてのわ°な予と率盆物負なつに全 協 すきの暖よょい因三と件五‘と 月 り舞が交故の五転半塀
終お主た い算実化‘件担課と財財確 調 ゜な気いうつこは月な‘ーそ年 13 璽り と金で通届垢十車故 に
わ知要っ 財‘施‘交'l'l制税め政政保 と 原の B なとと‘にっ＝件の聞 なはき事け合こぉ証お
りら施て 政執事侵付等度物‘間を 推 因ゆが気しや火火て蕃‘うの 日 り八ま故をは以よ明 い
ませ策‘ の行業先金のの件税造維 進 にる多象た‘を災い目次ち出 ま等す証提‘下びきで
すじの村 充管の事 d) 節合の源の持 を なみく的火空使がまがい＝火 す級゜明出役ツ原が く
ッてあづ 実理効業適滅理補の弾し は っ‘ななで気用多すーで再件 ゜の杏す勘に動発だ
--す--_-——-2---―-「哲茨万亙両面―万了そ否マーて宮''-:-のが保 ｷ ー 本：全季こ計1 月l1
こ当い文必捉必力のが機しに両るて出‘こ度理‘険健 尋 村；固こ節ま‘をにこれ該仕まはす初出す受をこ保をてよ制制るし事とに由病は康 作長 ` ：火のにたた使みれ
謬惜ぱ蓋髯よ塁房乱名塁悶胄り墨賢汀互届認被目医険 ` ；塁舌多羹嘉摩鱈
働はでう‘いなし‘時い守捺すま深医すをてがいのがな保ゃ療苦 き防な発にとる‘災

胃冒罰叫帽］l［ 9し □喜叫叶—新鹿沢でスキー教室―] [、 II 上： l ’ . 可i言尉白
閲一七 や上注の めと火火たでせこも然
旬目 名指導によりめきめき上達一 晋の意対ぃ 又で l での守堕野 (5) 難消火人事百 (4) の（3）」ヒて（2) よなの管めすいのの防
新かス 通目し竺tーよき火く注るな火訓1 火対の務貸火外と F うつ話理の゜実期で止

’’’::/:;i□□]口：：／］：
：口：ク
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|―言努ー集ホール大会 I 
主催・体育協会一―

日 時 3 月 12日（日）午前 9時

揚 所 明和中学校体育館

対 象 一般女子

試合方法 9 人制パレーポー 1レ

3 セy卜、 トーナメント

申込締切 3 月 10 日

明和村体育協会では例年により、女性を対象として

パ V ーポール大会を上記のとおり開催することになり

ましたので、多数ご参加くださるようお願いします。

なお、参加希望者は部落の役員さん又は教育委員会事

務局へお申し込みください。
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貫叫鷹言□こ＝めいわ習｀：冑, 転入 18人 転出 25_1'

区の財に教··も出茄鎌式跡こし等はす未人蓮を昨 れトン昨村較めし廃耕と府産 まの同たか策米市
長重保知育い汲土石倉士がこたにそる発の見社年社 ・坦［ ままン減年の的｀＇てののし買の今し配じーれに生‘県
屡護っ委るもしと室甜四斗だよのこ見協ー会村会 たしがりよ目少東配状実こ入地年た分ッ．万、関産産は
社なのて旦所多て同町等ケ合るり昔との力雄教内教 事た割四り原な毛分況態れ実域は゜がの四群す濶業‘寺遺意い会でくいじ時が所田う多利が追を氏育の育 爾見 前゜り百百数く地さ等｀に紐指｀発市千馬る堅会二；
‘跡味たであのる性代出あ地とく根で跡得‘委埋事 売 当六三呈‘方れを水転を標店 表町五県市お館月地六もだはり逍な質の土り区いの川き地て佐員蔵業ミ 叉［ 渡 て十十は明はた考田作基と業 さ村百に町よで二·主ケ含＜‘ま跡ども板す‘にわ遺等まを濶藤の文の」→ 申 ら六卜‘和比た慮壊休準政生 れ別卜割村び四十m ：閲｀｀図彗靡t塁塁覧麟口冨翡 生産調整目旱位＿叩前売紐聾度数泣晶：：＆馨靡口唇冑t・［〗［閏詞叫［に遺｀り：：：日立：百：：量汀喜眉
弥防 跡うい蔵私にをを四協卜会すうしと激あしど企 村え二込
生近国弥十上帯斗◆J: 斗◆地な゜で文たな記得っ廿也 へ‘r.1と‘をそ減まての業近 曲 でま卜数
の辺道生郎江＾合江 99 99 合はお大化ちり載て 所そ地す秩ーこしり‘新の年 万更はしン m

忍讀覧贋儡嬰閏塁塁長薬塁彗よ包彗旦名‘の 努皇嘉t悶目疇贔彗五 II 地忍た品ぢ
鱈着ツノウ‘魯符塁汀眉贔爾培塁g昇畠界繋紘嘉 盟農悶塁麟目魯贋畠眉魯腐 こ を 畠戸
ッ巴贔盗『塁塁悶囀百目謬誓塁悶 塁魯び謬嘉手靡累芦汀れ転塁炉
麟晶」、眉 内こ予裕よ悶畠号由 欝呈＄ g ：開゜；瓢だ用饂言
賛臥竺農巴 遭りは届昇塁 出記｀よ眉をそ〖塁農ぢけす塁訴

四協：件“`:;
□]]]]』l[]喜］］言：］］喜］］言［言］
ロ：言誓皇門言胃見言99[:]叫言予
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置置疇贔皇］麗靡且濯間唱薗髯店齢扉老汀事園 ほ胄讀げ＄裔＆薯な怠盈昇努；が嬰旦＄合
評閾◎5 tささ紅；琴虐互tう。り塁謬t~農喜言全魯菟 畠t努＄社：gを含口畠萎磨び謬菜げ認
手ばか • • • • • • • の 十た会三馬所 でT (3) (2) 
本なら以かまなな路路に前ことこて一右右 三本゜福丁臥が群 F司 り少て (71 をりよ上めっ踏い幅いで学へ路とやととこ横と．度を追側止 万県 祉目自県馬多 ム ‘年‘家< j『推村主月
示まくのるて切こひこ遊校と地びすま゜ろ断゜車右見路を (J) ・ 人の 協二治の県 年 Tl ょと各庭ろ少進育咀十
しせ守ここ‘りとろとんのびや出ぐっは歩がをてを正 お六議ノ会委高 りの種・う年目少五てんっとと右で゜く゜だ行出物さ後て ‘逍 止見‘横し t. り五 会一館託令の 者 理対の学 と標年群日
は゜ては゜とは 横 りきさかなかい 必や まて左断< - ‘オ にツ ^1JI 者紆！無｛ 解話行校 対 問馬ま
ぷ実‘左‘にふ帰なげいらるず歩 つかをす歩 そ以脆内前業無‘ すの事・ 話題県で
子と行まの必並ざりいかこ‘車そ迫てら見る＜め の上設の屈と料験米斗 る濃を地の協・
どなしず安ずんけにこらと急のこ梃か手てとこ うのさ群市し職 よ会通域機議市

全は存塁含云ぷちはと魯゜晶す｀畠岱拿念も、忠もに 盈召な魯釘翠を職 謬辻怠勺
ちいれな確とかし辺辺路ぐるる ＜げう‘ 戟約し社町群介；業 とく青いつ ・
0 0 0 次お をは子たりその をらすが仕はの

明 中西束 I」、西中東 幼のよ今 ムヽ 配‘どましまれ不 十高そ゜た事し希に斎3 故安交をがた （イ）め
中 学小小 学部部部 稚とび年 ブ る十もたますを信 分令こ くにて望 ノ、 の全通しらめ青ろ非る

六繋三一贅＿ー一閃 5 号閃 闊 繍届芦悶累ぶ喜苫；w g t生JI ぽ鱈ふ盆 5g 
四男校四二男校六一〇男國で園学 が慈のをうずにう し既の あたがっか月i ょののた補発の事

者 者 者すのす 入大し登運゜正真ばて宮紹るい‘て う徹防新導活非故
七 ニー ー一 ゜児る 切て下転し似か ‘な介とともぃしヵヽ に底止入活動行の
〇女 八六女 四八六女 舟小 ] 丘蹂芦茎閂塁互：り謬て開 るほ覧嬰字畠酪
一 徒中 ゜全とる行うな社と‘ら希適‘は~ め行‘窟のす」l：を
三註六二ft = -•一計 数学 にき人をにく 会経これ望し就 同↑ るや交等強めすは
四 二八 召元六 は校 気にはいな｀生験れま者た戦？ 。事通の化なるか
で一相み の踏力をりにかよ のともか ばはとす希本職六 ◎受困原代記慟 ◎も祉料活よををみ即ら各す人談ご→でみづし‘な解考しもをちれ人 もな‘す゜毀人の五阻 理話則理入時所 ののでに うはすなし‘実以よいのそ映も （ウ）
゜ですと心す出けてそっ決えかあはろ悩問 り免るま条が申オ内求し‘と人し間定求で地駿参にかすさたそ施上う健排の囮に明う健苦るが配゜すらもしてでてしるばんみ よま許戟た件肛し以に職ま郵しがて‘の人す進業加つりめん事れ期のつ全除他‘‘る 全
し人あこ とれらてききい‘でか‘ごだ せ証種‘等接込上住にす便ま阻‘そ求に゜にをしと‘てと項ぞ問推とな活のテ有い な
んがっと い｀う適いなる自しる他とれ ナ~ん等を特を来みのんは゜にす接求の人は 寄あてめ明‘もをれの進め社動監 V 害家 社
でいて相 う解こ切ていだ分ょよ人がに 、 よ ゜を希別記所も方で： よが申人他票： 与つい まる甘どきの連目る会に視ビな庭 会
いなも談 揚決となく問けーううにあも‘し‘ た 担望の入し受のい： る‘し者‘に； しせた しい少もめ地絡標゜現つを‘広を 奨
るい‘所 合のにアれ返で人゜なはる多首0 ホす西して理いる 申都込ま労‘ よんだ ょ社年‘て域捉を 境と行モ告つ 境

．方たな← も追よドるもはで 内話もか—. 1 こ しる格て求しかお し合むた働只 うしく う会のこ‘の携重 をめな 1‘ く を
のめかは 多へっバ人‘なく 容すのれー 悩 な揚を頂職まなお 込にこは条金 と老た ゜に健の住実し点 つ‘いテ雑る つ
もにな‘ い一てイが親かよ のこで少と け合必ぎ票するむ みよとそ件 す人め す全運民態なに く明 ‘IV 誌と く
の‘か悩 も歩‘スあ身なく もとすな み れに袈まにが求ね もりをのを労 る研無 る化動のにが‘るるそ‘‘と ろ

民 ご密け ま徹らを解その し祉助配 相がつに律ツ地講向技枝で月 妨｝ ね三は せを労条せて知本決って状る す◎
課こ利をたもす司‘有との地相まの言ここ司火 い婦ーを方師上能こ子婦二社 く一｀以ん理働‘ん秘り所めて求を揚求゜そ
への用守相ち゜ツ社す熱他区談す向‘とれ印く あて人と招法に←をのツ人十会 だ局直上゜由組性゜密得はる頂人さ合職 のそ正くり駁ろ が会る意住のの゜上指のは所 おをいき務今を身学が学八教 人： さ六接の に合別まとた‘こき者しにの 希し
設相だまのん 委福民を民民相 を忠相生 つ粍とう‘局泉図に級開級日百 子と い〇紹ほ 差且‘たし個求と当のあは方 望て

謬汀恥‘門眉盟＄為畠包恩胄唇塵；たよ；記盈竺虐旦 1さ謬豆竺 開級 °言尉闘；口督なほ悶更 11‘ 求含旦繋
て← °でにな た詔志‘祉目な こな応の 、 ぁくて：ら支郎め→新ま級勘斑 ヵ、 番＾詳 なっ‘種他栢‘り同行そ職人 う所
ぉは ｀つさ 人会家相に‘る といじあ気 らり法構し局先に精しし長第と れ ツ｛じ細 扱た従‘に報求ま志きれの者 よは
晶役 忽し、な 盆竺ぢ農茫蓋止 言五贔盆胆i ?臼闊何盆霧竺琴塁品ぢ辰孟と る は話苫 ね：靡霜念は悶内贔五食召届 名
す垢 しはら た木ち経て委｀ 的会切る 人係との係前わ活識 上諮‘ た前い しな職‘しすか 否し参紹介 め
°住て秘受 り村か験理目そと福な心に 学にく法長栂れの‘千室二 ず栂てまど業信まぺら を合し介すま
な写：室しをを日 ニ ー紙関近知 と級ま真：のみ折 llll 行村三 幼 証 い紙土約 し手印に込又地そがれりの ‘税そ心な印ら印 矢IJ 生
つは；ひにり児なの月 四不で税地マ密不て元紙はんは人こ盛‘住き殴家がれで 1謁紙せ紙
り中；なし‘達い幼三 稚 に動しののイ 動くの税ーだ地にでん貶宅ざ近只かで過姐税い税
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